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飯田市は自然条件に恵まれ、また、古来より交通の要衝に位置しており、埋蔵文化財のみならず、多

くの文化財が今日まで残されています。今回発掘調査の行なわれた飯田市上郷地区にも、300年 余り続

く人形浄瑠璃の黒田人形芝居が伝承されており、下黒田諏訪神社の祭礼で、毎年奉納上演されています。

また、舞台は重要有形民族史料に指定されており、現在でも黒田人形芝居の舞台として活用されていま

す。一方、埋蔵文化財については近年、多くの開発により、その包蔵地の姿が変わりつつあります。そ

れに伴う発掘調査により、当地方の古代の様子が明かになりつつありますが、それと引き換えに、後世

に伝えるべき文化財が姿を消していると言えます。

上郷地区は元々は、農業を基盤とする地域でありましたが、飯田市街地に近い事から最近では宅地化

が進み、道路も整備されつつあります。今回調査された所は果樹園でありましたが、県道飯島・飯田線

の渋滞緩和のためバイパスエ事が行われるとのことです。現在では農業後継者が不足しているため、多

くの農地が宅地として形を替えつつあります。こうした流れの中で、多くの埋蔵文化財が消滅の危機に

さらされています。

古来より伝わる様々な文化財は、今日の私たちの地域社会や文化を形成するまでの過程を明かにする

ものであり、現在の私たちの生活の基となっているものです。本来、私たちはこれらの文化財を、その

まま後世に伝える責任を持っています。しかしながら、私たちはより良い環境で生活をする権利も有し

ています。この文化財保護と開発という問題は、相容れぬものを多く抱えており、常に私たちを悩ます

ものであります。特に近年、大きな開発事業が続く中でこのような問題に直面する機会も多くなってい

ます。このような場合、次善の策ではありますが開発対象地を調査し、その記録を後世に伝える事もや

むを得ないことと言えるでしょう。

最後になりましたが、文化財保護の趣旨に深いご理解をいただき、調査実施に際しては多大なご協力

を得ました関係機関各位及び発掘作業 0整理作業に従事されました作業員の皆様に心より感謝を申し上

げまして、刊行の言葉といたします。

飯田市教育委員会

教育長  小林 恭之助



例 口

1 本報告書は平成 8年度緊急地方道整備 (B)工事 (主)飯島飯田線工事に先立ち実施 した、飯田市

上郷地区所在の埋蔵文化財包蔵地黒田大明神原遺跡の緊急調査報告書である。

2 発掘調査は飯田建設事務所からの委託を受け、飯田市教育委員会が実施した。

3 本調査は平成 8年度に現場作業を行い、平成 9年度に整理作業を行った。

4 発掘調査及び整理作業は一貫して、遺跡名に略号KDIMを 用いた。

5 今次調査は、過去に上郷町教育委員会により行われた同遺跡発掘調査の実績を踏まえ、遺構番号を

付けることとした。ただし、平成 7年度に飯田市教育委員会で行った調査については、当該調査地と

は段丘が異なるため、別の扱いとした。

6 61号住居址及び土坑の数個は検討の結果欠番とした。

7 調査区の設定は飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づきいジャステックに委託実施 した。調査地

点の番号はL C75-6で ある。

8 石器の実測については帥ジャステックに委託した。

9 遺物の出土遺構番号は遺物取り上げ時のものを、そのまま使用した。

10 本書は調査員全体で協議の上、伊藤尚志が編集・執筆し、小林正春が総括した。

11 当遺跡で出土 した遺物及び記録された図面・写真は飯田市教育委員会が管理し、飯田市考古資料館

に保管している。
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過

1 調査に至までの経過

平成 6年、飯田建設事務所長より県道飯島飯田線バイパス座光寺・上郷間の計画が提示された。現在

の県道飯島飯田線は道幅も狭く、朝夕の渋滞が著しいため、その解決策としての計画である。平成 6年

度事業として座光寺と上郷を結ぶ橋の橋脚工事の計画が出され、平成 6年 9月 30日 に長野県教育委員会

文化課・飯田建設事務所・飯田市教育委員会の三者で保護協議を実施した。試掘調査の結果、遺物 。遺

構が確認されたため、平成 7年 6月 28日 に飯田建設事務所と飯田市教育委員会の間で発掘調査の委受託

契約を締結し、同年 7月 3日 から8月 25日 まで現地での調査が行われた。

この時の実績を受け7年 10月 3日 に、 8年度事業分の道路工事予定区域についての保護協議を、 6年

度事業分と同じ三者で行った。協議の結果は、 8年度事業地についても試掘調査を行い再度協議を協議

をする事となった。平成 8年 5月 2日 に飯田建設事務所長から平成 8年度事業の通知がだされたため、

保護協議に基づき平成 8年 6月 27日 に発掘調査の委受託契約を結び試掘調査を行った。

試掘調査の結果、住居址・土坑などの遺構や遺物が確認されたため、当遺跡内の斜面一部を除いて、

事業対象地内を拡張して発掘調査をする事となった。

2 調査の経過

平成 8年 8月 19日 より、調査対象地の北側の斜面に作業員を入れ、調査を開始した。今回調査対象地

は面積も広く、間に道路が 2本通っているため、この道路を境にして調査区を分け、一か所づつ調査を

行う事にした。最初の北側の調査区は検出作業をすると同時に、いジャステックに調査範囲の基準点測

量を行ってもらい、遺構の掘り下げ作業に取り掛かった。その後は作業の進捗状況に合わせて、表土剥

ぎ、耕土の返しを行い、基準点測量を行ってもらった。調査の終わった範囲はそのつど、いジャステッ

クに空中写真撮影及び測量を行ってもらい、全ての作業が終了した所で、重機により耕土を返すように

した。その他、遺構の個別写真撮影はそのつど行い、必要に応じて実測作業も行った。現地での調査作

業は平成 9年 1月 31日 に終了した。

その後、当遺跡の昔の自然環境復元を目的として、隣接する南側湿地のレンチ調査を平成 9年 2月 28

日に行った。サンプル採取及び分析作業はパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。そして、平成 9年

度に飯田市考古資料館で整理作業を行い、本報告書の作成に当たった。
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3 調査組織

(1)調査団

調査主体者  飯田市教育委員会 教育長 小林恭之助

調査担当者  伊藤尚志・上沼由彦 (県派遣職員・平成 8年度)

調 査 員  佐々木嘉和・吉川 豊 0山下誠一・馬場保之・吉川金利・下平博行 。福沢好晃

鳴海紀彦 (平成 9年 7月 ～)

作 業 員  新井幸子・新井ゆり子・池田幸子・市瀬長年・伊坪 節・伊藤孝人・伊藤裕子・

井上恵資・太田沢男 。大原千和喜・岡田直人・奥村栄子・金井照子・金子裕子・

唐沢古千代・吉地武虎・北川 彰・北沢兼男・北原 裕・木下玲子・木下早苗・

木下 侍・櫛原勝子・熊谷義章・熊崎三代吉・小池金太郎・ノjヽ池千津子・小島妙子・

小平晴美・小平不二子・小平まなみ・小林千枝・斉藤徳子・榊原政夫・

坂下やすゑ・佐々木文茂・佐々木真奈美 0佐々木美千枝・佐藤知代子・清水二郎 0

清水恒子 0代田和登・菅沼和加子・関島真由美・瀬古有Б保 0高木純子・高橋恭子・

滝上正一・竹本常子 0田 中 薫・田中博人・中沢温子・仲田昭平・中田 恵・

中平けい子・中平隆雄・林 勢紀子 0林 ひとみ。原 昭子・樋本宣子・服部光男・

平栗陽子 0福沢育子・福沢幸子・福沢 トシ子・藤本 宏・古林登志子・古根素子 0

細田七郎・牧内喜久子・牧内八代 0牧田許江・正木実重子・松井明治・松下成司・

松下節子 0松下光利・松島 保 0松島直美・松本恭子・三浦厚子・三浦照夫・

南井規子・宮内真理子・森藤美知子 0柳沢謙二 0山田康夫・吉川悦子・吉川紀美子 0

吉川正実・吉澤佐紀子

(2)事務局

飯田市教育委員会博物館課

矢沢 与平 (博物館課長  平成 8年度)

小畑伊之助 (  〃    平成 9年度)

小林 正春 (博物館課埋蔵文化財係長)

山下 誠一 (博物館課埋蔵文化財係)

吉川  豊 (    〃    )

馬場 保之 (    〃    )
吉川 金利 (    〃    )
下平 博行 (    ″    )
伊藤 尚志 (    ″    )
福澤 好晃 (    〃    )

牧内  功 (博 物 館 課 庶 務 係)
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 自然環境

黒田大明神原遺跡の所在する飯田市上郷地区は長野県の南端を南北に並走する赤石山脈・木曽山脈の

間に広がる飯田盆地のほぼ中央部の天竜川右岸に位置する。北西に野底山・鷹巣山があり、そこを源と

して野底川が飯田松川に、土曽り||が天竜川に、南流し注いでいる。この野底川を境にして西は飯田市街

地に、東は土曽川を挟んで飯田市座光寺地区に隣接している。当地区は野底川 0土曽川、そして南を天

竜川に挟まれた、東西に細長く緩やかに傾斜しており、面積は約26kイある。一帯は天竜川に平行する活

断層によって形成された段丘上と西側山麓からの扇状地上に、古来から現在に至までさまざまな人々が

生活を営んでいる。

『下伊那の地質解説』によれば、伊那谷の段丘は火山灰土の堆積を基準として高位面 0高位段丘・中

位段丘・低位段丘 IOⅡ に大きく編年されている。上郷地区の地形の特徴として、中央部を南北に横断

する大段丘があり、これを境として俗に上段 (う わだん)と 呼称される洪積土壌地帯の中位段丘及び低

位段丘 Iと 、下段 (し ただん)と 呼ばれる沖積土壌面の低位段丘Ⅱが見られ、その段丘崖の高比は約50

mを測る。中位段丘・低位段丘 I地帯は天竜川の現河床面海抜398mと の比高差200～ 80mを 測り、野底

山山麓から南東方向に緩やかに傾斜する広大な地域を占めており、野底川による新規扇状地が発達し、

総体とすれば乾燥した台地をなしている。中位段丘・低位段丘 I地帯は三大別でき、南東側に原の城遺

跡の立地する中位段丘下殿岡面、北東側に今回調査の行われた、黒田大明神原遺跡の立地する中位段丘

八幡原面があり、いずれも細長く小高い丘陵地形を呈している。この中間に位置する低位段丘 I伊久間

面は海抜520～560mを測る2× l kmの 広い範囲であり、黒田垣外遺跡他多数の遺跡が存在する。

黒田大明神原遺跡は、先に上げた、中位段丘八幡原面の長さ1100m O幅 100～ 200mの小高い丘陵のほ

ぼ全域に展開している。台地の北東側は土曽川とその支流の栃ケ洞川が深い浸蝕谷を形成しており、比

高差は南東側の先端部で65m、 北西側で20mを測る。南西側はやや緩やかな傾斜をなして凹地帯に連続

しるが、南東端は下位段丘との比高差80mの大段丘崖をなしている。また、北西側は緩やかな傾斜のま

ま野底山の山麓まで続いている。当台地は全体としては、南東側に緩やかに傾斜しているが、北側はや

や低く凹地状になっており、地形は一様ではない。

2 歴史的環境

上郷地区の歴史的変遷を概観してみると、1200年以前の旧石器時代の遺構・遺物は現在のところ確認

されていない。当地区の最古の文化は、上段の姫宮遺跡出土の表裏縄文式土器と、同じく黒田柏原遺跡

(柏原A遺跡)出土の石器剥片 0宮垣外遺跡出土の尖頭器などにより縄文時代草創期からその黎明をし

ることができる。次の縄文時代早期になると比較的山に寄った八王子遺跡など5遺跡から、押型文土器

や繊維を含む条痕文土器及び撚糸文土器が出土しており、平成元年の西浦遺跡の調査において押型文の

住居址が確認されている。

1600年前の縄文時代前期の遺跡は姫宮 0日 影林・黒田大明神原など8遺跡があるが、いずれも上段の
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中位段丘と低位段丘 I地帯であり、下段の飯沼・別府地域からの発見がなく、沖積地帯への進出はなかっ

たと考えられてきたが、昭和62年度の矢崎遺跡発掘調査において前期後半の竪穴住居址が確認され、見

直しが必要となった。縄文中期になる低位段丘Ⅱ地帯の南条面下段を除き、上郷地区全域に遺物の散布

が確認されており、人々の生活の舞台が拡散したことを示している。しかし、縄文時代後 0晩期になる

と遺跡は極端に減少し、後期では上段を中心にして 8遺跡、晩期では3遺跡が認められるのみである。

弥生時代は水稲栽培を基盤とする新しい文化であり、下伊那地方では美濃 0尾張・三河地方から東漸

したものと推定されている。弥生時代前期の遺物は少なく、中期に至って遺跡数が増大する。特に南条

面に立地する飯沼棚田遺跡は、県下初の弥生時代の水田址が発見されたことで有名である。また、該期

の遺跡の大半は下段の飯沼・別府地籍に集中することから、低位段丘Ⅱ地帯にみられた湿地帯を利用し

ての水稲耕作が類推されている。約1800年前の弥生時代後期になると、遺跡数はさらに増加 し、山麓地

帯から天竜川氾濫原にまで、その広がりを見ることができる。

上郷地区の古墳は煙滅古墳も含めて36基が確認されており、その多くは別府地籍の台地端に立地する

集落は現在までのところ上段には見られず、下段の経済基盤の豊かな地域を中心に展開していたものと

考えられる。奈良・平安時代の遺物は地区内全般で見ることができる。中でも昭和62年度の矢崎遺跡調

査では平安時代の大きな集落址が確認され、また大規模な鍛冶遺構の検出とフイゴの羽□や鉄滓等の遺

物出土により、同遺跡は上郷地区内でも重要な遺跡となっている。この低位段丘Ⅱ地帯は古代伊那郡衛

址の座光寺恒川遺跡群と同一段丘上に立地し、古代条里遺構の存在が地割りや地名から推測される地帯

であり、古代史研究上注目すべき地域である。また、海抜410mラ インは古代東山道の通過候補地になっ

ている。この地方は『和妙抄』・『伊呂波字類抄』等の文献によると古代伊那郡のひとつ麻績郷に属して

おり、平安時代末期には近衛家領の郷戸庄であった。

黒田大明神原遺跡は上郷町のころ、昭和59年度・昭和60年度・昭和62年度にそれぞれ、町道新設工事

に先立ち発掘調査が行われている。この際に、縄文時代住居址が23軒 。弥生時代住居址が 2軒・平安時

代住居址が 1軒の他、方形周溝墓などが確認され、当遺跡では縄文時代中期後葉に比較的大きな集落が

営まれ、弥生時代には墓域としても利用されていたことが確認されている。また今回調査原因となった

県道飯島飯田線バイパスエ事に先立ち平成 7年度に、台地北側の一段低い丘陵地が調査されている。こ

の際には、縄文時代前期を中心とした遺構・遺物が確認されており、同遺跡内でも台地の頂上部と縁辺

部では、かなり様相が違うようである。

3 基本層序

今回調査地は耕土が20cm程あるものの、その直下は検出面のローム層となる。耕土を除去した段階で

住居址の炉石が露出する状況であり、住居址の範囲を把握することは困難を極めた。また、耕作時の攪

乱は調査区内のいたるところにあり、遺構の遺存状態は非常に悪かった。また、北側の斜面の攪乱は特

に全面に深く入っており、確認された遺構は掘り込みの深かったものだけである。
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黒田大明神原遺跡

華111 平成7年度調査

挿図 1 黒田大明神原遺跡位置図

ⅢⅢI 平成8年度調査
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挿図 2 周辺遺跡図
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o                                 20m

挿図 3 黒田大明神原遺跡全体図
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挿図 4 基準メッシュ図区画調査位置
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Ⅲ 調 査 結 果
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検 出 位 置 A Vll 覆 土

切

合

切   る 床 面 不明

切 られる
住

巳

主  柱  穴 明確に判断できず

規

模

ｏ
形

状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴

規 模m (5。 25m× 5.25m)
胴

内

施

設

入 □

」巨    車由 不明 炉

・
竃

形  状 確認できず

壁 高cm 削平により確認できず 規 模cm

状  態 特記事項

【出土遺物】当住居址の遺物と判断できるものは無し。

削平により柱穴の底部のみ確認。

日寺 期 1縄文時代 根 拠 住居址の形状から

検 出 位 置 AXll 覆 土

輛
り
　
〈
口

切  る 床 面 不明

切られる 30号住居址
住

居

内

施

設

主  柱  穴

規

模

・
形

状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴

規 模m (5。 lm× 5。 lm) 入 □

主  軸 不 明 炉

・
竃

形  状 確認できず

壁 高cm 削平により確認できず 規 模cm

状  態 特記事項

【出土遺物】当住居址の遺物と判断できるものは無し。

削平により柱穴の底部のみ確認。

日寺 期 1縄文時代 根 拠 切り合い及び形状から

表 1 33号住居址

表 2 34号住居址

表 3 35号住居址
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検 出 位 置 A V47 覆 土 暗褐色土

輛明
一　
〈
口

切   る 床 面 載欠弓弓

切られる
住

巳

主  柱  穴 Pl P2 P3 P5

規

模

・
形
　
状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴 P4

規 模m (8.2m× 7。 7m) 相

内

施

設

入 口

主  軸 N70°  E 炉

・
竃

形  状

壁 高cm 7 cm 規 模cm 93cm× 92cm

状  態 やや緩やか 特記事項 抜き取り痕を確認

【出土遺物】深鉢 (第 1図 1)の文様は隆帯文を施した後、沈線を描く。

住居址東側の範囲は判断できなかった。

時 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より
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挿図 8 36号住居址
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挿図 9 37号住居址

表 4 36号住居址

表 5 37号住居址
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0        2m
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ヾ
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検 出 位 置 A Q02 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 土坑282 床 面 屯k弓弓

切られる
住

巳

主  柱  穴 Pl～ P6

規

模

・
形

状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m 4。 7m× 3.9m 胴

内

施

設

入 口

主  軸 N10° E 炉

・
竃

形 状

壁 高cm 15cm 規 模cm 125cm× 105cm

状  態 ほぼ垂直 特記事項 抜き取 り痕を確認

【出土遺物】土器の破片の他、石錘など石器がまばらに出土した程度。

プランは明確に判断できなかった。

日寺 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

検 出 位 置 A P06 覆 土 暗褐色土

切

合

切  る 39号住居址 床 面 聘欠弓弓

切 られる
住

ロ

主  柱  穴 P10P2

規

模

・
形
　
状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴

規 模m 3.8m× 不明
旧

内

施

設

入 口

主  軸 不明 炉

・
竃

形  状 確認できず

壁 高cm 25cm 規 模cm

状  態 緩やか 特記事項

【出土遺物】土器の小片がわずかに出土したのみ。

住居址の範囲の大半は調査区外にかかる。プランは不明確。

時 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より
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A saeoo

用地外

挿図11 39号住居址

表 6 38号住居址

表 7 39号住居址
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検 出 位 置 A R48 覆 土

切

合

切  る 50号住居址 床 面 不明

切 られる
住

巨

主  柱  穴 P2 P30P12

規

模

・
形

1犬

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m (5。 5m× 5。 2m) 伯

内

施

設

入 口

主  軸 N37°  E 炉

・
竃

形  状 石囲い炉

壁 高cm 削平により確認できず 規 模cm 95cm× 80cm

状  態 特記事項 炉石の一部は攪乱のため欠如

【出土遺物】ほとんどが小破片。

住居址の範囲は不明確。

日寺 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

検 出 位 置 A Q17 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 床 面 不 明

切 られる 37号住居址 0土坑128
住

巳

主  柱  穴 Pl～ P3

規

模

・
形

状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m 4.lm× 不明
胸

内

施

設

入 口

」巨    車由 不明 炉

・
竃

形 状 確認できず

壁 高cm 16cm 規 模cm

状  態 緩やか 特記事項

【出土遺物】土器は小片のみであるが、石錘が住居址の南側に固まって出土。

住居址の範囲の大半は調査区外に掛かる。

日寺 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より
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検 出 位 置 A Q43 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 土坑3980土坑394 床 面 不明確 (炉石の高さで判断)

切られる
住

日

主  柱  穴 Pl～ P4・ P7・ P8・ P ll

規
　
模

・
形
　
状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴 P6

規 模m 5.4m× 4.7m 相

内

施

設

入 口

主  軸 N45° E 炉

・
竃

形  状 石囲い炉

壁 高cm 9 cm 規 模cm 83cm× 80cm

状  態 緩やか 特記事項 攪乱のため炉石は動いている

【出土遺物】無し。

重機による耕土除去作業の段階で炉を確認。

日寺 期 1縄文時代 根 拠 住居址や炉の形状から

検 出 位 置 A P41 覆 土 床面で検出

切

合

切  る 43号住居址 床 面 不明確 (炉石の高さで判断)

切られる 土坑407・ 土坑4040土坑352
住

巳

主  柱  穴 P 4 0 Pll～ P13

規

模

ｏ
形

状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴 P2 P8

規 模m (5。 55m× 5。 40m) 相

内

施

設

入 □

主  軸 N4° W 炉

・
竃

形  状 石囲い炉

壁 高cm 規 模cm 88cm× 85cm

状  態 特記事項 攪乱のため半分破壊される

【出土遺物】時期を判断できる遺物は無し。

重機による耕土除去作業の段階で炉を確認。

日寺 期 1縄文時代 根 拠 住居址や炉の形状から

表 8 40号住居址

表 9 41号住居址

表10 42号住居址
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検 出 位 置 A046 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 床 面 童欠弓弓

切 られる 土坑300
住

居

内

施

設

主  柱  穴 P5。 P80 Pl10 P130 P18・ P21

規

模

・
形

状

プ ラ ン (楕円形) 貯  蔵  穴

規 模m (6.Om× 5。 2m) 入 □

主  軸 N85° W 炉

・
竃

形  状 石囲い炉

壁 高cm 規 模cm 130cm× 90cm

状  態 ほぼ垂直 特記事項 一部炉石欠如

【出土遺物】主体は中期中葉末から後期にかけての土器。

住居址を作る際に早期末や中期中葉の土坑を壊している可能性がある。

期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉日寺 根 拠 出土遺物より
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2.褐色土

3.にぶい黄褐色土

挿図15 43号住居址

検 出 位 置 A N40 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 41号住居址・土坑439 床 面 軟弱 (地山)

切 られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 P3 P70P100P14

規

模

・
形

状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴 P15

規 模m 5。 lm× 4。 9m 入 口

」二    車由 N22°  E
炉

・
竃

形  状 石囲い炉

壁 高cm 15cm 規 模cm 60cm× 50cm

状  態 やや緩やか 特記事項 炉石は非常に小さいものを使用

【出土遺物】床面まで浅かったため少ない。

日寺 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

表11 43号住居址
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SK

計ヽ

OL
P6

44    _

A sas.go

検 出 位 置 A P38 覆 土 床面で検出

切

合

切  る 床 面 地山

切 られる 主  柱  穴 Pl・ P2

規

模

・
形

状

プ ラ ン 不明
仕

申
貯  蔵  穴 P5 P6

規 模m 不明
油
内

施

設

入 口

■    車由 炉

ｏ
竃

形 状 焼土のみ確認

壁 高cm 規 模cm 73cm× 65cm

状  態 特記事項 規模は焼土の分布する範囲

【出土遺物】P6か ら出土した深鉢の破片のみ

調査区外に住居址の一部が掛かり、全体を調査できなかった。

時 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

表i2 44号住居址

検 出 位 置 A K38 覆 土 床面で検出

切

合

切   る 床 面 地山

切 られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P6

規

模

・
形

状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m (5.Om× 4.5m) 入 口

」巨    車由 N126° W
炉

・
竃

形  状 石囲い炉

壁 高cm 8 cm 規 模cm 78cm× 70cm

状  態 緩やか 特記事項 炉石はほとんど欠如

【出土遺物】時期を判断できる遺物は無し。

48049号住居址と切り合うが、新旧関係は不明。

日寺 期 1縄文時代 根 拠 住居址の形状から

表13 45号住居址
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バ
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鰊

挿図18 46号住居址

検 出 位 置 A S03 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 床 面 地山

切 られる
住

巳

主  柱  穴 Pl～ P6

規

模

・
形
　
状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m 不明
胸

内

施

設

入 口

主   軸 炉

・
竃

形  状 確認できず (調査区外)

壁 高cm 10cm(一部) 規 模cm

状  態 緩やか 特記事項

【出土遺物】

住居址のほとんどが調査区外に掛かる。

日寺 期 1縄文時代中期 根 拠 出土遺物から

表14 46号住居址

検 出 位 置 A H40 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 床 面 載k弓弓

切 られる
′十

主  柱  穴 Pl～ P5

規

模

・
形
　
状

プ ラ ン 円形
μ

居

内

施

設

貯  蔵  穴

規 模m 6.Om× 5.8m 入 口

主  軸 N125° W 炉

・
竃

形 状

壁 高cm 10cm 規 模cm 145cm× 70cm

状  態 やや緩やか 特記事項 抜き取 り痕のみ確認

【出土遺物】深鉢の破片が疎らに出土するのみ。

柱穴は単独で検出できたものは少ない。柱穴の状況から建て替えが行われた可能性もあり。

時 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

表15 47号住居址
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挿図20 48号住居址

検 出 位 置 A K40 覆 土 暗褐色土

輛
り
　
〈
□

切   る 床 面 竜欠弓弓

切 られる
住

巳

主  柱  穴 Pl～ P30P50P6

規

模

・
形

状

プ ラ ン (円形) 貯 蔵  穴

規 模m (5.5m× 4.5m)
胴

内

施

設

入 口

主  軸 N143° W 炉

・
竃

形  状

壁 高cm 8 cm 規 模cm 100cm× 80cm

状  態 やや緩やか 特記事項 炉の跡と思われる彫り込みを確認

【出土遺物】時期を判断できる遺物は無し。

45号住居址と切り合うが新旧不明。

時 期 1縄文時代 根 拠 住居址の形状から

表16 48号住居址
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検 出 位 置 A L36 覆 土 暗褐色土

ｈ
明
〈
口

切  る 床 面 朝k弓弓

切 られる 主  柱  穴 Pl～ P4

規

模

ｏ
形

状

プ ラ ン 不 明
4王

貯  蔵  穴 P 7・ P llか

規 模m 不明
店
内

施

設

入 □

」巨    車由 不明
炉

・
竃

形  状 焼土のみ確認

壁 高cm 1lcm 規 模cm 48cm× 50cm

状  態 緩やか 特記事項

【出土遺物】ノ
lヽ破片のみ。

住居址西側が調査区外に掛かる。45号住居址と切り合うが新旧不明。

日寺 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

表17 49号住居址
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検 出 位 置 A Q46 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 床 面 地 山

切 られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 P10P4・ P80 Pl10 P17

規

模

・
形

状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴 P6

規 模m (4.25m× 4.25m) 入 口

主  軸 N40° W 炉

ｏ
竃

形  状 焼土のみ

壁 高cm 規 模cm 52cm× 44cm

状  態 特記事項

【出土遺物】ノ
Jヽ破片数点を確認。

周溝の一部を確認。38042号住居址と切り合うが新旧不明。

時 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

表18 50号住居址
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検 出 位 置 A000 覆 土

輛
卿
　
〈
口

切   る 床 面 不明

切 られる 55号住居址
住

巳

主  柱  穴 不明

規

模

。
形
　
状

プ ラ ン 不明 貯  蔵  穴

規 模m 伯

内

施

設

入 口

主  軸 炉

・
竃

形  状 石囲い炉か

壁 高cm 規 模cm 110cm× 90cm

状  態 炉のみ確認 特記事項

【出土遺物】深鉢破片は炉の内部より出土。

55号住居址の柱穴が炉を切る状態で検出される。

日寺 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

表19 51号住居址

検 出 位 置 A」 44 覆 土 暗褐色土

輛
り
　
〈
口

切  る 床 面 朝k弓弓

切られる 建物址 1

住

居

内

施

設

主  柱  穴 P10P2・ P4・ P5・ P8

規
　
模

・
形
　
状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴

規 模m (4。 35m× 3。 90m) 入 口

主  軸 N46° W 炉

・
竃

形  状

壁 高cm 13cm 規 模cm 128cm× 106cm

状  態 やや緩やか 特記事項 彫 り込み跡のみ確認

【出土遺物】ノ
lヽ破片が出土したのみ。

住居址の東側は攪乱のため範囲不明。

日寺 期 1縄文時代中期初頭 根 拠 出土遺物より

表20 52号住居址

検 出 位 置 A V42 覆 土 床面で検出

切

合

切   る 床 面 軟弱 (地山)

切 られる
住

巳

主  柱  穴 P2・ P40P70P14

規

模

・
形
　
状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m (4.95m× 4。 95m) 胸

内

施

設

入 口

」巨    車由 N15°  E 炉

・
竃

形  状 焼土のみ

壁 高cm 規 模cm 70cm× 65cm

状  態 特記事項 規模は焼土の分布する範囲

【出土遺物】深鉢 (第 8図18)以外は小破片。

住居址西側の一部は用地外に掛かったため確認できず

時 期 1縄文時代中期後葉 I 根 拠 出土遺物より

表21 53号住居址
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検 出 位 置 B S27 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 床 面 颯k弓弓

切られる
住

申

主  柱  穴 Pl～ P4・ P5～ P8

規

模

・
形

状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴 P9

規 模m 4.Om× 3.8m 盾

内

施

設

入 口

主  軸 N76° W
炉

・
竃

形  状 石囲い炉

壁 高cm 28cm 規 模cm 73cm× 不明

状  態 ほぼ垂直 特記事項 炉が作り替えられたことを確認

【出土遺物】土器片は多かったものの形状を復元できるものは無かった。

炉が2つ あったことや柱穴の状況から建て直しが有ったと考えられる。

時 期 1縄文時代中期 根 拠 出土遺物より
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検 出 位 置 A L49 覆 土 床面で検出

切

合

切   る 51号住居址 床 面 地 山

切 られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P5

規

模

・
形

状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴

規 模m 不 明 入 口

」巨    車由 N139° W 炉

ｏ
竃

形  状 不明

壁 高cm 規 模cm 70cm× 70cm

状  態 特記事項

【出土遺物】少ないため、

範囲も不明確であるが、

時期の特定が不可能。

柱穴の並びで住居址と判断。

日寺 期 1縄文時代中期 根 拠 住居址の形状・切 り合いから

表23 55号住居址
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検 出 位 置 A H45 覆 土 床面で検出

切

合

切  る 床 面 地山

切られる
住

巳

主  柱  穴 Pl～ P4

規

模

・
形

状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴

規 模m 旧

内

施

設

入 口

主  軸 N126° W 炉

ｏ
竃

形  状

壁 高cm 規 模cm 124cm× 83cm

状  態 特記事項 炉は明確には判断できなかった

【出土遺物】住居址に伴う遺物は無し。

柱穴の並びから住居址と判断した。

時 期 1縄文時代 根 拠 住居址の形状から

表24 56号住居址

検 出 位 置 A G34 覆 土 床面で検出

切

合

切   る 床 面 地山

切 られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P5

規

模

・
形

状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴

規 模m 入 口

主  軸 N71°  E 炉

・
竃

形 状 石囲い炉

壁 高cm 規 模cm 50cm× 43cm

状  態 特記事項 炉石の半分は欠如

【出土遺物】ほとんど無し。

住居址南側の柱穴は不明確。

日寺 期 1縄文時代 根 拠 住居址の形状から

表25 57号住居址

検 出 位 置 A A39 覆 土 暗褐色土

切

合

切  る 床 面 載k弓弓

切 られる 59号住居址
住

巨

主  柱  穴 P40P5 P9 P ll

規

模

・
形
　
状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m 4。 2m× 3.8m 爛

内

施

設

入 □

主  軸 N135° W 炉

・
竃

形  状

壁 高cm 10cm 規 模cm 140cm× 105cm

状  態 やや緩やか 特記事項 炉の掘り込み痕を確認

【出土遺物】深鉢 2個体分出土したが、他は小片のみ。深鉢により時期を判断。

住居址の壁は明確には判断できなかった。

時 期 1縄文時代中期初頭 根 拠 出土遺物より

表26 58号住居址

-34-



■
４
Ｔ

ヽ
　
刊
（〕
刊

Ｓ
‐
Ｂ ５

lm

土

ブ

土

色

ム

色

土

褐

一
褐

色

暗

口
黒

褐

A sag.so

挿図32 60号住居址

-35-

バ
一

A saa.oo



―
鮨
キ
ー

ト

A sag.ro A

-tr

434

1.暗褐色土
2.褐色土

3.褐色土 (焼± 0炭混り)

4.褐色土 (粘性有)

挿図33 63号住居址

-36-



検 出 位 置 A B40 覆 土 暗褐色土

輛
り
　
〈
口

切  る 58号住居址 床 面 載k弓弓

切られる
住

日

主  柱  穴 Pl～ P4

規

模

ｏ
形
　
状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m 5.2m× 4。 7m 口

内

施

設

入 口

主  軸 N105° W 炉

・
竃

形  状

壁 高cm 19cm 規 模cm 53cm× 50cm

状  態 緩やか 特記事項 焼土を確認した程度

【出土遺物】ノ
lヽ破片がほとんど。

壁は明確には判断できなかった。

日寺 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

表27 59号住居址

検 出 位 置 A E41 覆 土 暗褐色土

切

合

切  る 床 面 軟弱 (地山)

切られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P6

規
　
模

・
形
　
状

プ ラ ン 不整円形 貯  蔵  穴

規 模m 2.7m× 2.lm 入 口

主  軸 N155° W 炉

・
竃

形  状 明確に判断できなかった

壁 高cm 10cm 規 模cm

状  態 緩やか 特記事項

【出土遺物】ノ
lヽ破片のみ。時期は明確に判断できず。

柱穴は非常に浅い。検出状況で住居址と判断した。

日寺 期 1縄文時代 根 拠 出土遺物より

表28 60号住居址

検 出 位 置 A B46 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る S K606 床 面 竜k弓弓

切 られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P4

規
　
模

・
形
　
状

プ ラ ン 円形 貯  蔵  穴

規 模m 5。 7m× 5。 6m 入 口 P llの可能性あり

主  軸 N105° W 炉

ｏ
竃

形  状 石囲い炉

壁 高cm 32cm 規 模cm 1.lcm× 1.Ocm

状  態 やや緩やか 特記事項

【出土遺物】覆土中より多数の土器片出土。

今回調査の中では一番状態の良い住居址である。

時 期 1縄文時代中期中葉末から中期後葉 根 拠 出土遺物より

表29 63号住居址
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A saz.so

挿図34 64号住居址

検 出 位 置 B B09 覆 土

切

合

切  る 床 面 攪乱により確認できず

切られる 30号住居址
住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P6

規

模

・
形

状

プ ラ ン (円形) 貯  蔵  穴

規 模m (5.2m× 5。 2m) 入 □

」巨    車由 不明 炉

・
竃

形  状 不明

壁 高cm 規 模cm

状  態 特記事項

【出土遺物】なし。

調査終了時に柱穴の状態から住居址と判断した。

時 期 1縄文時代 根 拠 住居址の形状より

表30 64号住居址
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(2)弥生時代

A s+s.oo

挿図35 62号住居址

用地外

検 出 位 置 B V44 覆 土 黒褐色土

切

合

切   る 床 面 堅 固

切られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 P10P2

規

模

・
形
　
状

プ ラ ン (正)方形 貯  蔵  穴

規 模m 5.8m× 不明 入 □

主  軸 N43°  E 炉

・
竃

形  状 不明

壁 高cm 26cm 規 模cm

状  態 ほぼ垂直 特記事項 調査区外の可能性もある

【出土遺物】壺一個体分 (第 11図11 胴上部に斜走短線文あり)ほか小片多数。

住居址東側壁は攪乱のため、若干誤差があることも考えられる。

日寺 期 1弥生時代後期前半 根 拠 出土遺物より

表31 62号住居址
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(3)古墳時代

ヽ
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＼
＼

Ａ
一

Ｂ
一Ｂ

一
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バ
一
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一
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卜
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Asas.oo
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ノ
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Q

挿図36 30号住居址

表32 30号住居址
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検 出 位 置 A Y06 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 64号住居址 床 面 部分的に堅固

切られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 Pl～ P4

規

模

・
形

状

プ ラ ン 正方形 貯  蔵  穴

規 模m 7.45m× 7.15m 入 口

」巨    車由 不明 炉

ｏ
竃

形  状 確認できず

壁 高cm 10cm 規 模cm

状  態 ほぼ垂直 特記事項

【出土遺物】甕以外の土器の小片は住居址埋没時の混入品。

断面図BODは掘方の実測図 (点線は床面)

日寺 期 1古墳時代後期 根 拠 出土遺物と住居址の形状で判断



(4)中世

A sqz.qo バ
一

挿図37 31号住居址

ｍヽｍヽ ＼

バ
一

司＼

Ａ
一

ml

A saz.oo

ml

検 出 位 置 B H08 覆 土 暗褐色土

切

合

切  る 床 面 堅固 (地山)

切られる
住

居

内

施

設

主  柱  穴 な し

規

模

・
形

状

プ ラ ン 長方形 貯  蔵  穴 な し

規 模m 2.29m× 1.78m 入 口 な し

」巨    車由 不 明 炉

・
竃

形  状

壁 高cm 82cm 規 模cm

状  態 ほぼ垂直 特記事項

【出土遺物】

なし

時 期 1中世 根 拠 形態より

表33 31号住居址

検 出 位 置 B K10 覆 土 暗褐色土

切

合

切   る 床 面 堅固 (地山)

切 られる
住

ロ

主  柱  穴 な し

規

模

・
形

状

プ ラ ン 長方形 貯  蔵  穴 な し

規 模m 1.8m× 1.25m 盾

内

施

設

入 □ な し

主  軸 不明 炉

・
竃

形  状

壁 高cm 101cm 規 模cm

状  態 ほぼ垂直 特記事項

【出土遺物】

なし

時 期 1中世 根 拠 形態より

表34 32号住居址
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2.掘立柱建物址

掘立柱建物址 1

(検 出 位 置)

(重 複 関 係)

(規模・形態)

(時   代)

(出 土 遺 物)

A」 44区

52号住居址を切る。

土坑4350446と も切り合うが新旧関係は不明。

梁行6.3m× 桁行3.5mの長方形。

柱間は梁行3.15m・ 桁行3.50m

柱穴の深さは0.24m

出土遺物による明確な根拠は無いが、縄文時代中期と考えられる。

掘立柱建物址 1に伴うと断定できる遺物は無いが、出土した土器の小片は縄文時代

中期のものが多い。

了◎

|∪

―

国ヽ
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、
∞
Ｘ

口

―

―

、

―

ノ

ー

‐

引

　

　

　

ｏヽ
等
酬

∪
、

Asas.so

挿図39 掘立柱建物址 1
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3.方形周溝墓

方形周溝墓 5

(検 出 位 置)

(重 複 関 係)

(規模・形態)

(主 体 部)

(時   代)

(出 土 遺 物)

B V47区

62号住居址と切り合う可能性もあるが、攪乱により判断できず。

周溝は南北方向の 2辺 しか確認できず。周溝間の距離は5。 8m

周溝の断面は上面幅48cm、 深さは最大で24cmの 逆台形。

周溝主軸はN120° E

長辺1.15m× 短辺0。 95m× 深さ0.2m・ 平面型は長方形。

主軸は周溝とは一致しない。 N148° E

木口痕も確認できたが、遺物は無かった。

弥生時代と考えられる。

全体に攪乱が激しく、遺物は確認できなかった。

A543.00

攪 乱

挿図40 方形周溝墓 5

暗褐色土

褐色土

0        1m
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4。 溝址

溝址 5

(検 出 位 置)

(重 複 関 係)

(規模・形態)

A G42区 から北東方向A K35区 にかけて

49045047・ 60号住居址を切る

確認できた範囲では長さ27.2m O最 大幅

1。 Om・ 最大の深さ0.38m、 上流側の方向は

N63° Wであるが、途中からN69° Wと 若干

北に振れる。

(遺構の性格) 中世の自然流路址と考えられる。

(出 土 遺 物)中 世陶器の小片が数点

5。 土坑

当遺跡の調査では多数の土坑を調査した。全体的に底部まで

20cm前後と浅いものが多く、当遺跡内の攪乱の状況と合わせて

考えると、遺構として把握することも難しかった。

そのため、中には住居址の柱穴、自然の窪地も含まれている

と考えられるが、先述の理由により、攪乱や住居址の柱穴と判

断できたもの以外は全て記載した。特記すべきものは、土坑277

で長径1.46m・ 短径12.6m・ 深さ1.06mと 今回調査の中では極

端に大型のものや土坑546の ように深鉢が一個体潰れた状態で

出土したものがある。

時期は縄文時代中期初頭・中期中葉 。中期中葉末から中期後

葉にかけての 3時期が主である。

A54a.oo A..'..-.-

Ｈ月川月月日月月ＨＨＨ「′′′′ノ′′ノ′

B544.00

―

C54a.oo _C'

---
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 86 AV-05 142/(34)/44 楕 円 形 暗 褐・褐

87 AV-05 46 //  36  //  40 不整楕円形 暗 褐

88 AV-06 44/ 34 / 16 楕 円 形 褐 不   明

AV-06 50/ 50 / 18 円 形 褐

AV-06 46 //  30  //  24 楕 円 形 暗 褐

AV-07 62/ 62 / 18 円 形 暗 褐・褐 炭化物少量含む

AV-07 56 //  50  //  22 楕 円 形 褐

AW-08 84/ 84 / 26 円 形 黒 褐 中期中葉末

AW-09 56/ 52 / 12 楕 円 形 褐

AW=09 70 //  66  //  20 楕 円 形 暗 褐・褐

AW-05 42/ 34 / 14 楕 円 形 褐

/ / 34号住 P7
98 / / 34号住 P6

/ / 64号住 P6
/ / 64号住 P7
/ / 64号住 P5
/ / 64号住 P4

AV-05 124/ 一 / 36 不 明 暗 褐 調査区断面で確認

BD-07 52 //  40  //  28 楕 円 形 褐

/ / 64号住 Pl
/ / 64号住 P3

AV-05 50/(16)/24 円 形 別 表 参 照 底部袋状に広がる

/ / 33号住 P3
/ / 33号住 P4
/ / 33号住 Pl
/ / 33号住 P8
/ / 33号住 P7
/ / 33号住 P6
/ / 33号住 P5

BE-07 50/(42)/40 円 形 にぶい黄褐

BE-07 80/(76)/40 円 形 にぶい黄褐

/ / 34号住 P4
118 / / 34号住 P2

/ / 34号住 Pl
/ / 34号住 P3
/ / 34号住 P5
/ / 64号住 P3
/ / 33号住 P2

BE-07 74/ 65 / 18 楕 円 形

/ / 欠番

AN-09 182/124/18 不整楕円形 褐 不   明

AP-08 (178)/128 / 18 不整楕円形 暗 褐 中  期

128 AQ-05 (110)/ 70 / 16 不整楕円形 暗 褐

AP-05 90/ 82 / 18 不 整 円 形 褐

AP-05 62/ 40 / 10 楕 円 形 褐

AO-05 62/ 50 / 10 楕 円 形 褐

AO-05 H4/ 88 / 22 楕 円 形 黒 褐 不   明

AO-07 64/ 48 / 22 楕 円 形 暗 褐

AN-07 48 //  46  //  44 円 形 暗 褐 中  期

A」 -07 104/ 78 / 16 不整楕円形 暗 褐

AK-07 88/ 86 / 14 円 形 暗 褐 不   明

AN-07 78/(50)/ 8 不 整 形 暗 褐

138 AL-06 88 //  38  //  16 不整楕円形 黒 褐

AM-06 62/ 44 / 10 楕 円 形 黒 褐

AL-06 100/ 78 / 10 不 整 形 暗 褐

AL-06 70/ 56 / 10 楕 円 形 暗 褐

表35 土坑観察表 (1)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 142 AI-06 32/ 24 / 16 楕 円 形 暗 褐

AH-06 38/ 37 / 10 円 形 黒

AO-08 118/ 78 / 14 不 整 形 褐

AH-06 40/ 36 / 8 不 整 円 形 黒 中  期

AG-06 (45)/ 42 / 12 楕 円 形 暗 褐

AG-05 H6/ 84 / 18 不 整 形 灰 黄 褐 中期初頭

AF-05 74 //  68  //  46 不 整 円 形 暗 褐

AI-03 / / 不 整 円形 灰 褐

AI-03 56/ 42 / 15 不整楕円形 暗 褐

AF-49 189/149/31 不 整 形 黒 褐 中期後葉

AF-00 40 //  36  //  39 円 形 暗 褐 不   明

AI-01 (102)/102 / 50 不 整 円 形 暗 褐

AM-08 70 //  66  //  28 不 整 円 形 暗 褐 炭化物微量含む

A」 -06 (44)/ 44 / 16 不 整 形 暗 褐

A」 -06 100/ 70 / 22 楕 円 形 暗 褐 不   明

AI-02 178/166/52 不 整 円 形 別 表 参 照 中  期

158 AH-03 83/ 59 / 18 不整楕円形 暗 褐

AF-02 120/ 90 / 25 不 整 形 暗 褐

AV-00 84 //  66  //  27 楕 円 形 暗 褐 不   明

AV-00 44 //  42  //  23 円 形 暗 褐・褐 不   明

AT-01 57 //  48  //  20 楕 円 形 にぶい黄褐

AT-00 84/ 66 / 12 楕 円 形 暗 褐 不   明

AS-00 70/ 55 / 18 不整楕円形 暗 褐

AS-00 42/ 40 / 17 円 形 褐

AS-00 67/ 60 / 13 長 方 形 暗 褐

AS-01 63/ 55 / 21 楕 円 形 暗 褐

168 AS-01 143/120/24 楕 円 形 暗 褐 中  期

AS-01 (72)/ 70 / 12 不 整 形 にぶい黄褐

AS-01 (58)/ 55 / 12 不 整 形 暗 褐

AS-01 156/102/31 不 整 形 暗 褐

AS-01 50 //  36  //  26 楕 円 形 別 表 参 照 不   明

AT-02 65/ 60 / 17 不 整 方 形 褐

AR-01 51/48/23 不 整 円 形 暗 褐

AR-01 45/ 40 / 14 不 整 円 形 暗 褐

AR-01 93/ 64 / 19 不整楕円形 暗 褐 。褐

AR-00 76/ 62 / 16 楕 円 形 暗 褐・褐

AQ-01 (80)/ 76 / 43 不 整 形 暗 褐

A R -02 65/ 51 / 30 楕 円 形 黒 褐 不   明

A R -02 120/106/46 不 整 円 形 暗 褐 中  期

181 AR-03 64/ 52 / 16 不整楕円形 別 表 参 照

182 AR-04 76 //  52  //  22 楕 円 形 褐 中期初頭

183 AR-03 43/ 38 / 28 不 整 円 形 暗 褐 不   明

AR-04 H2/ 84 / 24 不 整 形 黒 褐 中期初頭

AR-04 80 //  74  //  33 不 整 形 暗 褐 中期中葉末

/ / 46号住 P7
187 / / 46号住 P2
188 / / 46号住 Pl
189 AS-04 42 //  34  //  34 楕 円 形 暗 褐

AS-05 135/130/8 不 整 形 暗 褐 後  期

AQ-03 124/(90)/21 不 整 円 形 暗 褐 中期初頭

AQ-03 (82)/ 80 / 22 不整楕円形 暗 褐 中期中葉末

AQ-03 68/ 54 / 36 楕 円 形 暗 褐 中期中葉末

AQ-04 72 //  62  ノ/ 不 整 形 暗 褐 中期中葉末

AP-03 H6/ 82 / 50 不整楕円形 暗 褐 中期中葉末

AQ-04 64 //  63  //  34 不 整 円 形 黒 褐 中期中葉

AP-03 70/ 33 / 18 楕 円 形 暗 褐

表36 土坑観察表 (2)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 198 AQ-04 60 //  52  //  32 不 整 円 形 暗 褐 不  明

AQ-04 58/ 54 / 18 不 整 円 形 暗 褐 中期初頭

AQ-04 50/ 33 / 12 楕 円 形 暗 褐

AR-05 62/ 55 / 38 円 形 別 表 参 照 中  期

AN-06 70 //  50  //  30 不整楕円形 褐

AK-08 60 //  34  //  8 楕 円 形 暗 褐

AM-09 56 //  52  //  20 不 整 円 形 褐 不   明

AO-06 (HO)/(72)/ 16 不 整 形 暗 褐 不   明

AO-06 (56)/(40)/ 14 不 整 形 暗 褐

AP-07 84/ 60 / 12 楕 円 形 暗 褐

208 AP-03 H2/ 94 / 42 不 整 方 形 暗 褐 中期中葉末 炭化物微量含む

AP-03 (108)/ 76 / 19 不整長方形 暗 褐 中期中葉末

210 AV-49 74 //  44  //  7 不整楕円形 暗 褐

AU-48 78/ 70 / 10 円 形 褐

212 AU-00 54/ 50 / 18 不 整 円 形 褐 中期中葉末

AD-00 (50)/ 50 / 8 長 方 形 黒 褐

AD-48 75 //  50  //  33 楕 円 形 暗 褐

AD-48 110/ 56 / 13 不整楕円形 褐

AD-48 102/ 98 / 25 不 整 円 形 にぶい黄褐

/ / 欠番

AS-49 (49)/ 45 / 20 楕 円 形 褐 不   明

AD-48 74 //  73  //  20 円 形 にぶい黄褐 不   明

220 AD-47 HO/ 96 / 14 不 整 円 形 にぶい黄褐 中期中葉末

AC-02 85 //  72  //  20 楕 円 形 暗 褐

222 / / 46号住 P8
223 AM-06 120/ 92 / 28 不整楕円形 暗 褐 中期中葉

224 / / 欠番

225 AN-06 106/ 84 / 18 不 整 形 暗 褐 中  期

226 AM-05 120/ 78 / 14 不 整 形 暗 褐・褐 炭化物微量含む

227 AI-04 72 //  68  //  24 方 形 暗 褐

A」 -06 62/ 54 / 10 不 整 形 黒 褐・褐

229 AK-06 72/ 60 / 18 不 整 形 暗 褐・褐

AO-09 68/ 54 / 14 不整楕円形 褐

AR-00 53 //  40  //  20 楕 円 形 褐 中期中葉

AR-49 63/ 48 / 14 楕 円 形 別 表 参 照

AR-49 66/ 59 / 15 長 方 形 暗 褐・褐

AR-49 66/(54)/22 不 整 円 形 暗 褐

AQ-00 73 //  60  //  32 不整楕円形 暗 褐 不   明

AQ-00 73/ 58 / 22 不整楕円形 暗 褐・褐 中期中葉 炭化物微量含む

AQ-49 66 //  52  //  24 楕 円 形 別 表 参 照

/ / 38号住

AP-48 96 //  86  //  66 不 整 円 形 別 表 参 照 炭化物微量含む

A P -47 50 //  40  ノ/  23 円 形 暗 褐

/ / 50号住

242 / / 50号住

243 / / 50号住 P13
/ / 50号住 P3

245 / / 50号住

246 / / 50号住

247 AK-04 50 //  48  //  42 方 形 褐

AO-07 80/ 40 / 12 楕 円 形 暗 褐

249 AN-07 56/ 54 / 14 円 形 暗 褐

AM-05 46/(34) / 不 整 形 暗 褐

AL-08 54/ 34 / 18 不 整 形 暗 褐 0褐

252 AL-08 122/106/26 不 整 形 暗 褐 0褐 中  期

AL-08 138 // (82) //  48 不 整 円 形 褐

表37 土坑観察表 (3)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 254 AK-08 54 //  38  //  14 楕 円 形 暗 褐

AK-07 62/ 56 / 14 不 整 円形 暗 褐

AK-08 54/ 52 / 16 不 整 円 形 暗 褐

A」 -07 60 //  50  //  40 不整楕円形 にぶい昔褐

258 AK-07 60 //  50  //  22 不整楕円形 にぶい黄褐

A」 -07 72/ 56 / 14 不 整 円形 にぶい黄褐 中  期

A」 -06 62 //  60  //  12 円 形 にぶい黄褐 中期初頭

A」 -06 68 //  52  //  20 不 整 形 褐

A」 -06 120/ 72 / 22 不 整 形 暗 褐・褐

AI-05 80 //  72  //  20 不 整 円 形 暗 褐 不   明

AH-06 124/100/15 楕 円 形 褐

AH-06 (62)/ 55 / 64 不 整 方 形 褐

266 AH-04 82 //  60  //  24 楕 円 形 褐 中  期

/ / 欠番

/ / 欠番

AI-03 95/ 82 / 16 不 整 形 暗 褐 中期中葉末

AL-05 60/ 40 / 18 不整楕円形 暗 褐

AP-09 80/ 66 / 12 不 整 円 形 褐

AO-06 66/(38)/16 円 形 にぶい黄褐 不   明

AN-06 (32)/ 46 / 10 不 整 形 暗 褐

AL-06 54/(38)/20 不 整 形 暗 褐

AP-06 60 //  50  //  38 不 整 形 暗 褐

A」 -06 (40)/ 34 / 10 不 整 形 暗 褐

AL-03 146/126/106 不 整 円 形 別 表 参 照 中期中葉 炭化物微量含む

278 A 」-01 100/(78)/16 方 形 褐

AL-01 48 //  43  //  28 円 形 暗 褐

280 AL-01 76/ 63 / 15 楕 円 形 褐

/ / 46号住 P3
AQ-03 80 //  63  //  47 長 方 形 暗 褐 中  期

/ / 欠番

284 / / 50号住
Ｏ
Ｏ / / 50号住

/ / 50号住 P4
AO-47 129/113/29 不 整 形 黒 褐 中期初頭

AN-49 132/ 98 / 18 不 整 形 黒 褐 中  期

289 AN-49 110/ 54 / 20 不 整 形 黒 褐

AO-48 114/120/36 不 整 形 暗 褐 中  期 炭化物微量含む

A F -01 76 //  64  //  8 長 方 形 にぶい黄褐

AC-00 80 //  65  //  33 不 整 形 暗 褐 中  期

AD-00 84/ 64 / 12 不整楕円形 暗 褐 不   明

AC-00 100/ 50 / 28 不整楕円形 暗 褐 中  期

AH-00 102/ 94 / 49 不 整 円 形 灰 黄 褐

A P-49 60/ 58 / 28 円 形 暗 褐 中期中葉末

A P-49 62/ 46 / 12 楕 円 形 暗 褐 不   明

298 / / 50号住 P2
AO-47 70/ 50 / 18 楕 円 形 褐 中期中葉末

AM-45 90 //  86  //  26 不 整 円 形 黒 褐 中期中葉末 炭化物微量含む

/ / 42号住 P8
AM-46 74 //  70  //  26 円 形 暗 褐

AM-45 80/ 66 / 18 楕 円 形 褐

AL-46 58/ 40 / 44 不 整 形 暗 褐 炭化物微量含む

AN-47 60/ 54 / 18 不 整 円 形 褐

AN-48 114/ 70 / 20 不 整 形 暗 褐

AN-48 92 //  80  //  32 不 整 形 暗 褐 中期初頭
308 / / 55号住

/ / 55号住

表38 土坑観察表 (4)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 310 / / 55号住 P7
AL-01 120/ 84 / 50 不 整 方 形 別 表 参 照 不   明

AL-01 105/ 59 / 18 不 整 形 にぶい黄褐 不   明 焼成粘土塊出土

AL-01 H8/ 94 / 25 不 整 形 にぶい黄褐 炭化物微量含む

AO-00 82/ 58 / H 楕 円 形 褐

AO-00 57 //  56  //  42 円 形 暗 褐 中  期

AN-47 146/124/52 不整楕円形 にぶい黄褐 後  期 炭化物微量含む

AO-48 48/ 46 / 16 円 形 暗 褐

A 」-42 98/ 92 / 38 不 整 円 形 黒 褐 中期初頭

A」 -42 107/ 90 / 28 楕 円 形 暗 褐 中  期

48 AG-43 74 //  60  //  20 方 形 暗 褐

/ / 53号住 P4
/ / 53号住 P5
/ / 53号住 P12
/ / 53号住 Pl
/ / 53号住 P14

AS-43 62/(36)/16 楕 円 形 暗 褐

327 AS-42 HO/ 80 / 10 不 整 形 暗 褐

/ / 欠番

/ / 欠番

330 / / 欠番

AK-39 92/ 76 / 48 楕 円 形 暗 褐 中期後葉

A」 -39 118/112/20 不 整 円 形 暗 褐 0褐 中期中葉 炭化物微量含む

AH-44 / / 不 整 円 形 黒褐・暗褐 中  期

AG-43 126/ 88 / 40 楕 円 形 黒褐・暗褐 中期初頭

AG-44 / / 不整楕円形 暗 褐・褐 中  期

336 AM-01 67/ 62 / 18 楕 円 形 褐

337 AO-02 56 //  54  //  28 方 形 暗 褐

AO-03 (66)/ 50 / 27 不 整 形 暗 褐

AO-02 86/(62)/16 不 整 形 褐

340 AO-03 (102)/ 65 / 37 不 整 形 褐

AL-37 136/ 62 / 35 不 整 形 暗 褐

AL-36 83/ 80 / 28 円 形 暗 褐 中期初頭

AP-03 107/ 78 / 20 不 整 形 黒 褐 中期中葉末

AK-40 82 //  68  //  18 不 整 形 暗 褐

AM-36 72 //  70  //  25 円 形 暗 褐

AL-40 74 //  38  //  58 不整楕円形 暗 褐

AL-40 56/ 42 / 12 楕 円 形 暗 褐

348 AL-40 /(82) / 不 整 円 形 暗 褐

AN-41 66 //  42  //  40 楕 円 形 暗 褐 中  期

AO-42 94/ 80 / 22 不整楕円形 暗 褐 中  期

AO-42 (54)/ 54 / 20 不 整 円 形 暗 褐 不   明

AO-42 130/(50)/14 不整楕円形 暗 褐 不   明

/ / 41号住 P4
AO-42 / / 不 整 円 形 暗 褐 不   明

/ / 欠番

/ / 41号住 P2
AR-40 106/102 / 不整楕円形 暗 褐 不   明

AR-40 74 //  42  // 不整楕円形 暗 褐

AR-40 50/ 46 / 14 不整楕円形 褐

AR-40 62/ 44 / 16 不整楕円形 暗 褐

AR-40 78/ 64 / 24 不整楕円形 暗 褐

AS-40 104/ 70 / 18 楕 円 形 暗 褐

AS-40 74 //  68  //  22 円 形 暗 褐

/ / 53号住

// 53号住 P2
表39 土坑観察表 (5)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 366 / / 53号住

/ / 53号住 P3
368 / / 53号住 PH

/ / 53号住 P6
370 / / 53号住 P13

/ / 欠番

372 48 A -41 120/112/24 不 整 円 形 暗 褐 不   明

373 48 A I-42 104/100/30 円 形 暗 褐 中  期

374 48 AI-39 118/(82)/26 不 整 形 暗 褐

375 48 A」 -39 74/ 60 / 16 不 整 円 形 暗 褐

376 AI-37 84/ 53 / 21 不整楕円形 暗 褐 中期中葉末

48 AH-38 (58)/ 46 / 34 不 整 方 形 暗 褐

AI-38 106/104/10 不 整 形 暗 褐 中  期

379 AI-38 126/104/54 不 整 形 暗 褐・褐 不   明

380 AI-37 76 //  54  //  40 不整楕円形 黒 褐 中期中葉末
381 AM-42 68/ 58 / 27 楕 円 形 暗 褐 不   明

382 48 AM-43 80/ 54 / 24 不整楕円形 褐 中  期

383 48 AN-43 66 //  46  //  30 楕 円 形 暗 褐

384 48 AN-42 90 //  56  //  34 楕 円 形 暗 褐

AN-43 (82)/ 52 / 14 不整楕円形 褐 不   明

AO-43 136/100/14 不整楕円形 黒 褐

AO-43 (86)/ 76 / 14 不 整 円 形 暗 褐

388 / / 欠番

AO-43 94/80/12 不整楕円形 暗 褐

AP-43 94/88/16 不 整 円 形 褐

A」 -36 53 /  37  //  44 不整楕円形 暗 褐

/ / 49号住 P8
AN-44 78 //  78  //  28 不 整 円 形 暗 褐

A P -44 98/(52)/24 長 方 形 暗 褐 中  期

A P-45 41/34/12 楕 円 形 褐

AP-45 35/ 30 / 14 楕 円 形 褐

AQ-44 70 //  30  //  20 不 整 形 暗 褐

398 AQ-44 92/(60)/ 10 長 方 形 暗 褐 中期中葉末

48 A」 -40 50/ 48 / 30 円 形 暗 褐 中期初頭

48 A」 -40 70 //  66  //  34 円 形 暗 褐 中  期

AN-36 H4/ 76 / 23 不 整 形 暗 褐

AN-37 80/ 62 / 16 不整楕円形 暗 褐 不   明

AN-37 84/ 68 / 14 不整楕円形 褐

AP-42 H8/ 96 / 42 不 整 円 形 別 表 参 照 中期初頭 炭化物少量含む

/ / 40号住 P5
/ / 40号住 P4

AQ-41 78/ 76 / 20 円 形 暗 褐

408 / / 44号住 P5
AS-41 94 //  70  //  20 不整楕円形 暗 褐

/ / 44号住 P6
/ / 41号住 Pl

A」 -43 68/(20)/16 不 整 形 暗 褐 中期中葉末

AY-43 124/122/26 円 形 黒 褐 中  期

AT-47 114/110/23 不 整 円 形 黒 褐

AG-42 126/118/94 不 整 形 暗 褐 中期初頭

AL-44 / / 不 整 形 暗 褐

AH-43 124/ 90 / 16 不整楕円形 暗 褐

AH-43 100/ 98 / 28 円 形 褐暗 中期初頭

AH-42 70/ 48 / 12 不 整 円 形 褐 中  期

48 AH-41 130/(88)/26 不 整 円 形 褐 中  期

48 A」 -42 100/ 84 / 10 楕 円 形 褐 中   期

表40 土坑観察表 (6)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形 能
一 覆  土 時  代 備 考

土坑 422 AI-40 58 //  44  //  26 楕 円 形 暗 褐

AH-41 64 //  46  //  20 不整楕円形 褐

AH-42 88 //  74  //  48 不 整 形 暗 褐 中期初頭

AH-42 80/(52)/20 不 整 円 形 暗 褐

AH-42 140/ 70 / 38 不 整 形 暗 褐 中期初頭
AH-42 82/(44)/ 8 不 整 形 暗 褐

AL-45 120/(72)/20 不 整 形 暗 褐 中期中葉末

AK-45 (120)/ 98 / 14 不 整 形 暗 褐・褐 中期中葉 炭化物微量含む

AK-45 (94)/ 90 / 12 不 整 形 暗 褐・褐 炭化物微量含む

AK-45 108/ 44 / 16 不 整 形 暗 褐・褐

AK-45 50 //  50  //  20 不 整 円 形 にぶい黄褐

A L -46 70/(62)/44 不 整 円 形 褐

/ / 1号建物址 P2
435 AK-46 54 //  52  //  34 不 整 円 形 暗 褐 0褐 炭化物微量含む

/ / 1号建物址 P3
/ / 58号住 P17

AO-47 100/(44)/30 不 整 形 暗 褐、中期中葉末 炭化物微量含む
439 AL-41 80/(44)/16 不 整 形 褐

AK-41 74/ 58 / 14 不 整 形 褐

AK-42 96/ 66 / 12 楕 円 形 褐

442 AP-47 86/ 77 / 18 不 整 形 褐

443 AM-46 96/ 88 / 20 不 整 形 暗 褐

AL-47 120/102/46 不 整 形 暗 褐 中期中葉末

AL-47 90/ 82 / 18 不 整 形 暗 褐 中期中葉末

A」 -47 60 //  58  //  40 不 整 方 形 暗 褐 中  期

AH-43 112/(96)/28 不整楕円形 暗 褐 中期初頭 炭化物少量含む

48 AH-43 64/(50)/16 不 整 形 暗 褐 不   明

48 A I-43 110/ 96 / 32 楕 円 形 暗 褐 不   明

/ / 1号建物址  P4
/ / 60号住

452 A 」-42 52 //  40  //  8 不 整 形 暗 褐

AI-42 80/(60)/ 8 不 整 形 褐

454 AP-04 (66)/(60)/ 36 不 整 形 暗 褐

AO-04 65/ 54 / 19 不 整 形 暗 褐

AE-46 82/(60)/24 不 整 方 形 暗 褐

457 AF-46 140/124/25 不整楕円形 暗 褐 不   明 焼土微量含む

AG-47 80/ 70 / 26 不 整 円 形 暗 褐

AP-48 88 //  80  //  24 不 整 円 形 暗 褐

AH-44 68/(50)/22 不 整 円 形 暗 褐 不   明

AH-44 126/(86)/20 不整楕円形 暗 褐

462 AE-46 88/(74)/26 不 整 形 暗 褐

463 AG-45 118/(80)/30 不 整 形 暗 褐

/ / 56号住 P8
AH-47 (114)/104 / 28 不 整 円 形 暗 褐 中期中葉末

/ / 55号住 P14
/ / 56号住 P14

468 / / 56号住

469 AG-45 126/ 52 / 22 不整楕円形 暗 褐

470 AH-48 72 //  60  //  20 楕 円 形 暗 褐 中期後葉

AI-00 96/ 78 / 26 楕 円 形 暗 褐 中期後葉

472 AF-47 56/ 55 / 18 円 形 暗 褐 中  期

/ / 56号住 P5
474 A」 -49 H2/ 88 / 30 楕 円 形 暗 褐 中期中葉末

475 AI-49 72 //  57  //  38 長 方 形 暗 褐 中  期

476 AK-01 62 //  56  //  26 楕 円 形 暗 褐

AN-03 (98)/ 83 / 20 長 方 形 褐

表41 土坑観察表 (7)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 478 AN-04 80 //  68  //  20 不 整 方 形 褐 中  期

479 AP-06 112/(78)/24 不 整 円 形 褐 中  期

480 A」 -07 122/(114)/32 不 整 円 形 暗 褐 中  期

481 AF-45 60 //  58  //  25 不 整 円 形 暗 褐 中  期

482 AH-47 68 ノ/  50  //  48 楕 円 形 暗 褐

483 AH-47 44 //  37  //  30 不整楕円形 暗 褐

AH-47 98/ 70 / 21 不整楕円形 暗 褐

/ / 56号住

486 A 」-47 120/ 97 / 34 不 整 形 暗 褐

AK-01 93/ 64 / 19 楕 円 形 暗 褐 中  期

AK-00 126/ 74 / 32 不 整 形 暗 褐 中期後葉

489 AD-49 70/ 53 / 17 楕 円 形 暗 褐 中  期

/ / 欠番

AF-47 86 //  75  //  26 不 整 円 形 暗 褐

AF-48 (64)/ 60 / 12 不整楕円形 暗 褐 中  期

/ / 欠番

AP-06 (40)/ 44 / 16 不整楕円形 暗 褐

AK-49 85 //  72  //  40 不 整 形 暗 褐

/ / 55号住 P ll

/ / 55号住 P3
498 / / 55号住 P8

/ / 55号住 P2
/ / 55号住 P16
/ / 55号住 P15
/ / 55号住 P18
/ / 56号住 P ll

AK-46 170/134/26 楕 円 形 暗 褐 中期中葉末

AH-44 94/(38)/26 不 整 形 暗 褐

AL-48 88 //  82  //  34 円 形 暗 褐 不  明

AL-47 50 //  48  //  38 円 形 暗 褐

508 AL-47 52 //  50  //  26 円 形 暗 褐

/ / 55号住 P4
AM-48 54 //  52  //  42 円 形 暗 褐 不   明

58 BY-30 116/110/24 不 整 方 形 暗 褐 中期中葉末

AF-44 94 //  86  //  30 不 整 形 暗 褐

58 BX-30 64 //  62  //  20 不 整 円 形 暗 褐 中期中葉末

BS-34 124/100/50 不整楕円形 暗 褐

BQ-36 135/ 94 / 60 不整楕円形 暗 褐

BT-35 126/120/45 不整楕円形 暗 褐 中期初頭

BS-36 78 //  68  //  24 楕 円 形 暗 褐

BS-36 76/ 66 / 16 楕 円 形 暗 褐

BS-35 (90)/100 / 10 楕 円 形 暗 褐

BT-36 88 //  78  //  26 不 整 形 暗 褐 不   明

BU-37 (110)/(86)/ 18 不 整 形 暗 褐 中期初頭

BV-36 102/ 82 / 楕 円 形 暗 褐 中期初頭

BW-36 94/(84)/ 15 不 整 形 暗 褐

/ / 欠番

A」 -35 104/103/10 円 形 暗 褐 中期初頭

A」 -35 56 //  50  //  23 方 形 褐

AF-35 100/ 80 / 10 不整楕円形 黒 褐

AI-34 (67)/ 66 / 12 不整楕円形 褐 中期初頭

/ / 57号住 P9
/ / 57号住 P6

AH-36 131/100/18 長 方 形 褐 不   明

AH-36 88/ 86 / 34 円 形 暗 褐 中期中葉

/ / 欠番

表42 土坑観察表 (8)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 534 AG-37 190/(78)/28 不 整 形 暗 褐 中  期

AE-36 100/ 88 / 14 不 整 形 暗 褐 不   明 炭化物微量含む

AE-36 114/110/34 不 整 円 形 黒 褐 中  期

AD-35 90/(56)/12 不 整 円 形 暗 褐

538 AD-35 94/ 92 / 14 不 整 形 別 表 参 照

AE-35 (74)/ 68 / 14 不整楕円形 褐 中期中葉末

AE-34 70/ 68 / 12 不 整 円 形 黒 褐

/ / 欠番

AG-37 76/ 59 / 21 楕 円 形 暗 褐・褐

AE-38 116/ 64 / 12 不 整 形 褐

AD-37 84 //  52  //  8 不 整 形 黒 褐

AF-40 76/ 74 / 16 円 形 褐

AC-38 180/104/20 不整楕円形 暗 褐 中期初頭

AC-38 92/ 92 / 18 円 形 暗 褐

548 AC-39 (98)/ 98 / 28 不 整 円 形 暗 褐 中期初頭

AC-39 (94)/ 80 / 10 不整楕円形 暗 褐 中期初頭

AG-37 78/ 58 / 11 不 整 方 形 褐

AG-36 106/ 83 / 15 不整楕円形 にぶい黄褐

AG-36 67/ 62 / 18 不 整 円 形 暗 褐 0褐 炭化物微量含む

AF-36 94 //  86  //  22 不 整 円 形 暗 褐 中  期

AE-38 82/ 80 / 12 円 形 褐 中  期

AE-39 86/ 48 / 20 不 整 形 暗 褐

AF-39 90 //  84  //  32 不 整 円 形 にぶい黄褐 後  期 炭化物微量含む

AE-39 144/ 98 / 26 不 整 形 黒 褐

AF-41 58 //  46  //  36 不整楕円形 暗 褐 不   明

AE-41 130/(98)/30 不 整 形 黒 褐 中期中葉末

AE-40 100/(80)/22 不 整 円 形 暗 褐 中期中葉末

BO-02 98/(34)/17 不 整 形 暗 褐

BN-02 82/(40)/41 不 整 形 暗 褐

BN-02 65 //  42  //  36 不整楕円形 暗 褐 中期中葉末

BP-00 (86)/ 64 / 38 不整楕円形 暗 褐

BS-48 62 //  54  // 楕 円 形 暗 褐 不   明

AE-40 62 //  58  //  20 円 形 暗 褐 中期初頭

AF-42 130/ 76 / 26 不整楕円形 暗 褐

AF-42 66/ 60 / 28 不 整 円 形 暗 褐 中期中葉末

AD-40 60 //  56  //  22 不 整 円 形 暗 褐 不   明

570 AC-39 128/ 46 / 14 不整楕円形 暗 褐 中期後葉

/ / 57号住 P12
572 AG-35 122/100/17 楕 円 形 暗 褐 中期初頭

573 AG-36 128/ 98 / 44 楕 円 形 暗 褐 中期中葉末

574 / / 57号住

575 / / 57号住

576 / / 57号住 P3
/ / 57号住 PH

AE-40 82/ 80 / 12 不 整 円 形 暗 褐 不   明

AF-40 80/(58)/36 不 整 形 褐

AA-42 90 //  76  //  20 不 整 円 形 褐 中期中葉末

BY-41 92/(66)/20 不 整 形 褐  不 明

582 BY-41 102/ 80 / 22 不 整 形 にぶい黄褐

BY-42 76 //  66  //  30 不 整 円 形 暗 褐 中期初頭

欠番

AB-42 44/(36)/52 不整楕円形 暗 褐

BX-42 80 //  64  //  28 不 整 円 形 暗 褐 中期初頭

BW-42 HO/ 98 / 26 不 整 円 形 黒 褐 中期中葉末

BY-43 146/ 60 / 不 整 形 にぶい黄褐 中期中葉末

589 BX-43 134/ 62 / 不 整 形 褐 中期中葉末

表43 土坑観察表 (9)
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土坑番号 挿図NQ 検出位置 規模 (長/短/深 cm) 形  態 覆  土 時  代 備 考

土坑 590 BW-43 94 //  85  //  39 不整楕円形 黒 褐 中期初頭

AD-43 98 //  86  //  66 不 整 方 形 暗 褐 中  期

BW-44 106/(40)/24 楕 円 形 暗 褐 中  期

BX-45 72 //  56  ノ/  26 楕 円 形 暗 褐

BT-47 93/ 75 / 51 不整楕円形 黒褐・暗褐 中期初頭 炭化物微量含む

BV-45 82 //  66  //  45 楕 円 形 暗 褐 中期中葉

BW-44 (120)/ 94 / 26 不整楕円形 暗 褐

BW-44 78/(45)/16 楕 円 形 暗 褐

598 BW-49 80 //  68  //  22 楕 円 形 暗 褐 中期中葉末

/ / 欠番

BY-01 (82)/(50)/ 14 不整楕円形 暗 褐 中  期

AA-01 105/103 / 不 整 円 形 暗 褐 中期中葉末

BU-47 96 //  94  //  35 方 形 暗 褐 中  期

BT-47 92 //  74  //  27 楕 円 形 暗 褐 中期中葉末

BU-46 56/ 52 / 41 不 整 円 形 暗 褐

B S-47 66 //  58  //  32 方 形 暗 褐 中  期

AA-47 94/ 80 / 13 不 整 形 暗 褐 中  期

BY-41 68 //  66  //  40 不 整 円 形 暗 褐 中  期

608 AA-43 114/106/40 不 整 円 形 暗 褐 不   明

AD-44 83 //  72  //  30 不 整 形 暗 褐

AD-44 65 //  62  //  54 不 整 円 形 暗 褐 中期中葉末

AC-41 82/(70)/ 22 不 整 円 形 暗 褐 不   明

BW-47 (H6)/ 82 / 45 不 整 形 暗 褐 中期中葉末

BV-46 68/ 60 / 39 楕 円 形 暗 褐 中期中葉

BV-46 76 //  74  //  29 円 形 暗 褐

615 BY-49 132/ 73 / 34 不 整 形 暗 褐 中  期

BX-47 166/(115) / 不 整 形 暗 褐 中期初頭

AB-45 65 //  47  //  27 長 方 形 暗 褐 中期中葉末

表44 土坑観察表 (10)
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土坑断面図NQ 土坑Na 第 1層 第 2層 第 3層 第 4層 第 5層

107 黒 褐 色 土 黒 褐 色 土 褐 色 土 黄 褐 色 土

404 黒 褐 色 土 黄 褐 色 土 にぶい黄褐

232 暗褐 色 土 にぶい黄褐 褐 色 土

237 暗 褐 色 土 褐 色 土 にぶい黄褐

239 暗褐 色 土 褐 色 土 暗褐 色 土

172 褐 色 土 暗 褐 色 土 褐 色 土

180 褐 色 土 黒 褐 色 土 暗 褐 色 土 褐 色 土 暗 褐 色 土

201 黒 褐 色 土 暗 褐 色 土 褐 色 土

０
０ 552 暗 褐 色 土 黒 褐 色 土 褐 色 土 褐 色 土

０
０ 334 黒 褐 色 土 黒 褐 色 土 暗 褐 色 土 褐 色 土

4 333 黒 褐 色 土 黒 褐 色 土 暗 褐 色 土

4 335 暗 褐 色 土 暗 褐 色 土 黒 褐 色 土 褐 色 土 暗 褐 色 土

4 435 褐 色 土 暗 褐 色 土 黒 褐 色 土

4 438 暗 褐 色 土 褐 色 土 褐 色 土

157 褐 色 土 にぶい黄褐 暗 褐 色 土 褐 色 土 暗 褐 色 土

277 灰黄褐色土 にぶい黄褐 暗 褐 色 土

5 331 暗 褐 色 土 暗 褐 色 土 褐 色 土

538 暗 褐 色 土 褐 色 土 にぶい黄褐

6 594 黒 褐 色 土 褐 色 土 暗 褐 色 土

表45 土坑埋土土色表
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とまⅣ

今回の調査結果はこれまでに述べてきたとおりである。当黒田大明神原遺跡では昭和59～ 61年に当時

の上郷町教育委員会によって、今回調査地点付近も含めた黒田大明神原の台地東側半分ほどの範囲で道

路新設部分が調査され、縄文時代中期後葉の集落の存在が確認されている。(1990上郷町教育委員会

他)こ のときの調査結果から、今回調査をするに当たって、この時期の集落の一端を確認できることは

予想されたが、調査された遺構は中期初頭・中期中葉・中期中葉末から中期後葉にかけての 3時期に大

別され、その内住居址はおおかた中期中葉末から中期後葉にかけてのものであった。

また、平成 7年には黒田大明神原北側の突端で土曽川の浸食谷を見下ろす、今回調査位置からは北側

の標高差10mほ どの比較的急な斜面下の平坦部分の調査が行われている。このとき確認された遺構の主

体となる時期は縄文時代早期から前期 (1997 飯田市教育委員会)で あり、台地上で確認された集落と

は様相を異にする。このことから、今回確認された集落は、先に調査されたどちらの集落とも別のもの

であり、当遺跡内の集落の変遷を考える上で大きな成果があったと言える。

今回調査地点は全体的に攪乱による遺構の破損が激しく、不明確なことが多く残ってしまったが、今

回調査された住居址を時期別に見ると次の通りであり、これまでにわかったことを時代ごとに述べてま

とめとしたい。

縄文時代 ・・…………………。30軒

(内 )中期初頭 ……………………。2軒 (52058号住居址)

中期中葉末 ・………………・。15軒 (35～39042～ 44047049～ 51053・ 59・ 63号住居址)

不明確 ………………………。13軒

弥生時代後期前半 …………。1軒 (62号住居址)

古墳時代後期 。……………… 1軒 (30号住居址)

中世方形竪穴 ………………。2基 (31032号住居址)

1.縄文時代

縄文時代早期・前期

今回調査では縄文時代中期より古い遺構は確認できなかった。35号住居址からは早期前半の押型文土

器 (第 1図23)が、また42号住居址においては早期末の木島式土器 (第 3図 21)が出土 しているが、他

に出土 した土器から判断すると住居址の埋没時に混入したものと考えられ,当該期の住居址ではないと

判断される。また、今回の調査ではその他に古い遺物は確認されなかった。また、昭和59～ 61年の調査

においても、当該期の古い遺構は確認されていない。

しかし、平成 7年度調査では、草創期の土坑が 1基、早期の住居址が 2軒・土坑 4基・集石 2基、続

く前期の遺構は住居址が 4軒 0掘立柱建物址 1棟・土坑11基・集石 4基確認されており、当遺跡におけ

る集落の成立時期を遡らせることとなった。

縄文時代中期初頭
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当遺跡の中心をなす時代の一つである。確認された遺構は土坑が多く、出土した土器は五領ケ台併行

の土器であった。土坑は調査区の西側にまんべんなく点在しており、この時期の土坑からは比較的良好

な土器資料 (S K516 第14図 7 0 S K546 第15図 1 他)も 出土しているが、掘り込みは浅く形状は

あまり統一性がみられなかった。住居址では52058号住居址の 2軒がこの時期に当たる。平成 7年の調

査でも前期終末から中期初頭の土器を出土した住居址が 1軒調査されているが、この住居址の炉には関

西地方の大歳山式の土器が使われていたなど、関西の影響を受けていたことが確認されている。今回の

調査では良好な資料が乏しいこともあり、そこまでは確認できなかった。

縄文時代中期中葉

今回の調査で確認できた遺構は土坑だけである。数は他の時期に比べると非常に少なく、出土した土

器は小さな破片のみであった。この結果だけでは、当遺跡内における当該期集落の有無までは判断でき

ないが、昭和59年の調査では、この時期の住居址が 2軒確認されており、この台地上のどこかに当該期

の集落が存在していることは充分に考えられることである。

縄文時代中期中葉末

確認された縄文時代の住居址30軒中15軒 と、時期の判断できた土坑のおよそ半分がこの縄文時代中期

中葉末から中期後葉にかけての時期に当たる。この時期の当地方の土器は「細隆線文土器」として研究

されているところであるが、中期中葉末と中期後葉の線引きは、未だ明確にできていない状況にある。

今回の調査では調査された住居址は多かったものの、良好な土器資料に恵まれず、新たな事実を把

握するまでには至らなかった。住居址の形態についても遺存状態が悪く、多くの検討事項を残したまま

となってしまった。 しかし、集落の状況については今回調査区内の東側をみると遺構・遺物はあまり存

在せず、広場的な状態を思せる部分が存在する。このことから、今回の調査で黒田大明神原における該

期集落のおよそ西側半分を調査できたと考えられる。

縄文時代中期後葉・後期

今回の調査では中期後葉・後期の確認された遺構は少なく、中期後葉は6基、後期に至っては3基、

土坑が確認されただけで住居址は確認されなかった。また、縄文時代中期後葉以降出土する遺物数もこ

の地点では極端に減少する。しかし、昭和61年 の調査では、今回調査地点から東に250mほ どのところ

で中期後葉の住居址の存在が確認されており、黒田大明神原の人々はこの時期に東へ移動し、新たに集

落を作ったものと考えられる。

2.弥生時代

弥生時代で確認された遺構は住居址 1軒 と方形周溝墓 1基である。住居址については出土した土器か

ら弥生時代後期前半と判断できたが、方形周溝墓については出土遺物がなく時期の判断はできなかった。

しかし昭和61年の調査では弥生時代後期の甕を伴う方形周溝墓が確認されていることから、今回調査さ

れた方形周溝墓は同時期のものと考えられる。

弥生時代の住居址は昭和59年の調査で 2軒確認されているが、今回の調査と合わせても当該期の集落
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を把握できたとは言えず、今後の課題といえる。また、周辺の調査例 (1989『ツルサシ・ ミカド0増田 0

垣外遺跡』上郷町教育委員会)な どを見ると、弥生時代では当地方でも集落域と墓域は区別されること

が確認されており、住居址と方形周溝墓が切り合うような状況で確認された今回の調査結果から、弥生

時代においても当遺跡内で集落の移動が行われていたと考えられる。

3。 古墳時代

今回調査では古墳時代の住居址が 1軒確認された。しかし、出土遺物も乏しい上に過去の調査では古

墳時代の遺構は確認されておらず、不明確な点が多い。さらに、ツルサシ遺跡・ ミカド遺跡・増田遺跡・

垣外遺跡ほか上郷地区の「上段」といわれる中位段丘面に立地する遺跡を見ても調査例が無く、当地区

の古墳時代の集落を考える上で新たな問題点が提示されたと言える。

4.中 世

中世の遺構は方形竪穴が 2基確認された。遺物は出土しなかったので時期までは特定できなかったが、

中世城郭址において同様な遺構が多数調査されているため、この時期の遺構であると判断した。平成 7

年の調査では、 2棟の掘立柱建物が廊下でつながれた状態の特殊な機能を持つと推測される建物址が確

認されており、中世城郭が存在した可能性も含めて、当遺跡は中世において何か特別な施設があったこ

とも考えられる。

以上、黒田大明神原遺跡について充分とは言えないまでも、時代ごとにまとめてみた。これまで行わ

れた調査は、広大な黒田大明神原遺跡の中でもごく一部であり、全体像を掴むまでには至らないが、こ

れまでの調査結果から、当遺跡内の集落の変遷を推測してみたい。

黒田大明神原遺跡においては、まず平成 7年に調査の行われた、台地北側で土曽川の浸食谷を見下ろ

す、黒田大明神原の中では一段低い平坦面に人々が住み着いたと考えられる。集落の初見は縄文時代早

期であるが、草創期の土坑が見つかっていることから、更に遡ることも考えられる。続く前期において

も、集落の中心はここ北側の平坦面であったと考えられる。やがて縄文時代中期初頭になると集落は南

側の台地上にまで広がるようになる。

縄文時代中期中葉の集落については今までの調査結果ではとらえようがなく、今後の調査を待たなけ

ればならないが、中期中葉末から中期後葉の時期に集落の規模は拡大し、台地の一番狭まった場所であ

る今回調査地点で、平成 7年調査地から見るとすぐ南の高台に移動をする。さらに、中期後葉になると

集落は東の台地の一番広い部分に移動をしたと考えられる。黒田大明神原は平坦部分が広く、南は広範

囲に湿地帯が広がっているため、集落を営む上で土地利用に制約をあまり受ける必要もなく、集落を廃

棄して他の場所に移動をするということが容易にできたのであろう。

縄文時代中期後葉に集落が営まれた以後、弥生時代後期まで人々の生活した痕跡は途絶える。弥生時

代・古墳時代のについては当遺跡における調査例が少なく、不明確であるが、いずれにしても付近の集

落と密接に関係していたと考えられ、集落の様相を掴むためには遺跡の枠を越えて広い範囲でとらえて

いく必要があろう。

昭和59年以降、幾たびと行われた調査により、ぼんやりではあるが黒田大明神遺跡の様相が見えてき

-84-



たといえる。 しかし、それだけ遺跡が破壊されてしまったということを忘れてはならない。当遺跡にお

ける開発はこれからも進められることが予想される。今後も文化財保護の本旨に則った遺跡保護を心が

けていく必要があろう。
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は じめに

黒田大明神原遺跡は、木曽山脈から延びる尾根に挟まれた野底川左岸の谷部に位置 している。

調査地点の景観は果樹園地帯に当たるが、以前は谷奥部に湧水があ り、周囲はかな り湿地化 して

いたとされる。

これまで、天竜川両岸で古環境復元に関する調査が行われているが、野底川流域では古環境変

遷に関する調査例はこれまでに少なく、その情報について不明な点が多い。今回、本遺跡におい

て重機による深掘り (試掘 トレンチ)が行われ、堆積状態の観察と、試料を採取する機会が得ら

れた。そこで、採取した試料 (土壌、出土木材片、種実遺体)を 用いて古環境復元を目的とした

分析調査を実施 した。 この うち、堆積物の年代を把握するために放射性炭素年代測定、本材片の

樹種を明らかにするために材同定、堆積環境を把握するために珪藻分析、稲作の消長および周辺

の古植生に関する情報を得るために花粉分析 と植物珪酸体分析、出土 した種実の種類を明 らかに

するために種実遺体同定を行 う。

1.層 序 と試料

試掘は 2ヶ 所で行つた (以 下、第 1地 点および第 2地点 とする)。 以下に、各地点で認められ

た層序 と採取された試料について述べる (図 1)。

・第 1地点

試掘坑の土層断面では、整地 された盛土の下位に、植物遺体を含む砂混 じリシル ト質粘土、砂

層～砂礫層が認められ る。砂礫層は、主に花自閃緑岩で構成 される。また、暗褐色を呈するやや

腐植化 した層が認められる。 これ ら層相特徴から4層 に分層 される。

試料は各層から採取され、珪藻分析には試料番号 2～ 3の 3点 、花粉分析および植物珪酸体分

析には試料番号 2・ 4の 2点 を選択 した。また、 2層 から出土 した木材片を放射性炭素年代測定

と材同定、 1層 下部より出土 した種実遺体を種実遺体同定試料 とした。

・第 2地 点

試掘坑の土層断面では、整地 された盛上の下位にシル ト～シル ト質粘土層が認められ、 5層 に

区分 される。 5層 の砂層は第 1地点の砂層に対比され る。また、 1層 からは近世以降の陶器が出

土 している。

試料は各層から採取され、珪藻分析には試料番号 2・ 406の 3点 、花粉分析および植物珪酸

体分析には試料番号 204の 2点 を選択 した。また、 3層 か ら出土 した種実遺体を種実遺体同定、

4層 から出土 した流木片を放射性炭素年代測定と材同定試料 とした。
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2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

a。 前処理

試料は、水でよく洗浄 して表面の異物を取 り除く。乾燥 させ、粉砕 した後に水酸化ナ トリウム

溶液で煮沸 し、室温まで冷却する。傾斜法により水酸化ナ トリウム溶液を除去するが、除去 した

水酸化す トリウム溶液の色が薄い褐色になるまで繰返す。

次に、塩酸をカロえて煮沸 し、室温まで冷却 した後、傾斜法により塩酸を除去する。充分に水で

洗浄 した後、乾燥 して蒸 し焼き (無酸素状態で400℃ に加熱)す る。蒸 し焼きに した試料は純酸素

中で燃焼 して二酸化炭素を発生させ る。この二酸化炭素は捕集 し、純粋な炭酸カルシウムとして

回収する。

b.測 定試料の調製

前処理で得 られた炭酸カルシウムから、真空状態で二酸化炭素、アセチ レン、ベンゼンの順に

合成する。最終的に得 られた合成ベンゼン 3m2に シンチ レイターを含むベンゼン 2m2を カロえたも

のを測定試料 とした。なお、合成ベンゼンが足 りない場合は、市販の特級ベンゼンを足 して 3m2

とした。

c.測定

測定は20回繰返 し (1回 の測定時間50分間)、 合計1,000分 間行った。測定試料の他に、値が知

られているスタンダー ド (標 準)試料 と自然計数を測定するブランク試料を一緒に測定 した。

d。 計算

放射性炭素の半減期 としてLIBBYの 半減期5,570年 を使用 した。

(2)材同定

剃刀の刃を用いて、木 口 (横断面)0柾 目 (放射断面)0板 目 (接線断面)の 3断 面の徒手切

片を作製 し、ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセ リン,蒸留水の混

合液)で封入 し、プレパラー トを作製する。作製 したプレパラー トは、生物顕微鏡で観察・同定

する。

(3)珪藻分析

試料を湿重で7g前後秤量 し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施 し

て、珪藻化石 を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下 して乾燥 さ

せ る。乾燥後、プ リュウラックスで封入 して、永久プ レパラー トを作製する。検鏡は、光学顕微

鏡で油浸600倍 あるいは1000倍 で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿つて走査 し、珪藻殻

が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する。種の同定は、KoKrammer and Lan

ge― Bertalot(1986・ 198801991a・ 1991b)、 K.Krammer(1992)な どを用いる。

同定結果は、海水生種、海水～汽水生種、淡水生種順に並べ、その中の各種類はアルファベ ソ
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卜順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細か く生態区分 し、塩分・水'素 イ

オン濃度 (pH)・ 流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容

を示す。そ して、産出個体数 100個 体以上の試料については、産出率2%以 上の主要な種類につい

て、主要珪藻化石の層位分布図を作成する。また、産出した化石が現地性の化石か他の場所か ら

運搬 0堆積 した異地性の化石かを判断する目安 として完形殻の出現率を求めて考察の際に考慮 し

た。堆積環境の解析にあたつては、水生珪藻については安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤

。堀内 (1991)、 汚濁耐性については、Asai,K.&,Watanabe,T。 (1995)の 環境指標種を参考 とす

る。

(4)花粉分析

試料約 10gについて、水酸化カ リウムによる泥化、箭別、重液 (臭化亜鉛 :比 重2.3)に よる有

機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス処理 (無水酢酸 :濃硫酸=9:1)

の順に物理・化学的処理を施 し、花粉化石を濃集する。残澄をグリセ リンで封入 してプ レパラー

トを作製 し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 して、出現す る全ての種類について同定 。

計数する。

結果は検出される種類 とその検出個数の一覧表で示す。また、木本花粉が 100個 体以上検 出され

た試料については、百分率で出現率を算出 し花粉化石組成図を作成する。出現率の算出は、木本

花粉は木本花粉総数、草本花粉 0シ ダ類胞子は総花粉・胞子数か ら不明花粉を除いた ものを基数

として用いる。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なもので

ある。

(5)植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70T,250KHz,1分 間)、

沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ トリウム,比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、

植物珪酸体を分離・濃集する。これを検鏡 し易い濃度に希釈 し、カバーガラス上に滴下・乾燥す

る。乾燥後、プ リュウラックスで封入 してプ レパラー トを作製する。400倍 の光学顕微鏡下で全面

を走査 し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身 と葉鞘)の葉部短細胞に由来 した植物珪酸体 (以

下、短細胞珪酸体 と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来 した植物珪酸体 (以 下、機動細胞珪酸体 と

呼ぶ)を 、近藤 0佐瀬 (1986)の 分類に基づいて同定 0計数する。

結果は、検出される種類 とその検出個数の一覧表で示す。また、検出された種類の出現率を百

分率で算出し、植物珪酸体組成図を作成する。出現率の算出は、短細胞珪酸体、機動細胞珪酸体

それぞれの総数を基数 として用いる。

(6)種実遺体同定

試料約300ccに 、数%の苛性 ソーダ水溶液をカロえて一昼夜放置 し、試料を泥化 させ る。 0。 5mmの

箭を通 して水洗 し、残澄を集める。残澄を双眼実体顕微鏡で観察 し、種実遺体を抽出・同定する。
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試料は種類毎に分けて、硼酸 と硼砂を混ぜた水溶液中に保存する。

3。 結果

(1)出土材の放射性炭素年代値

結果を、表 1に 示す。いずれの試料も、現代に近い値である。

の

試料 性状 年代値
年前

誤差 Lab No.

+

第 1地点 出土材 木 MODERN PAL-84

第 2地点 流木 木 MODERN PAL-85

注。(1)年代値 :1,950年を基点とした値。年代値と測定限界年代 (自然計数の3σ に相当する

年代値)の差力泥σより小さいとき測定限界年代より大きいとして測定限界年代に
〉を付して表示した。また、基点との差が誤差2σ より小さいとき基点より小さいとし
てMODERNと表示した。

(2)誤差 :測定誤差2σ (測定値の95%が入る範囲)を年代値に換算 した値。

(3)PAL:ハ
゜
リノ・サーウ

゛
ェイ(株)で測定。

(2)出 土材の樹種

第 1地点出土材は トネリコ属、第 2地点出土材はクリにそれぞれ同定された。各種類の主な解

剖学的特徴を以下に記す。

・ クリ (θasta″ θa cre″ ata Siebo et Zucc。 )   プナ科クリ属

環孔材で孔圏部は 1～ 4列、孔圏外で急激に管径 を減 じたのち、漸減 しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。柔

組織は周囲状および短接線状。

・ トネ リコ属 (Fraχゴ″υめ    モクセイ科

環孔材で孔圏部は 1列 、孔圏外で急激に管径 を減 じたのち漸減する。道管壁は厚 く、横断面で

は円形～楕円形、単独または 2個 が複合、複合部はさらに厚 くなる。道管は単穿孔 を有 し、壁孔

は小型で密に交互状に配列する。放射組織は同性、 1～ 2細胞幅、 1～ 15細胞高。

(3)珪藻化石の産状

結果を表 2と 図 2◆ 3に示す。珪藻化石は、第 1地点の試料番号 203と 第 2地 点の試料番号

2か ら産出す るが、その他の 3試料は少ないか無化石である。化石が産出 した試料の完形殻の出

現率は、60%以 上で比較的良い。産出種の全ては淡水生種から構成 され、産出分類群数は20属 89

種類である。以下に、珪藻化石群集の特徴を地点別に述べる。

・第 1地点

試料番号 3(3層 )でみ られる淡水生種の生態的特徴は、貧塩嫌塩性種、真 +好酸性種、真 +

好止水性種が優 占することである。産出種の中では、池沼や河川などの水域にも、陸上の湿 り気

のある好気的環境にも生育する陸生珪藻のB群 (伊藤 ◆堀内,1991)の Fυ″Oιゴa preaerυριaが 約
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第 1地 点 と第 2地 点の珪 藻 分 析 結 果 (1)

Achnanthes oblongella 0strup
Amphora ovalis var. affinis (Kuetz. )V. Heurck
Aulacoseira anbigua (Grun. )Simonsen
Aulacoseira laevissi.na (Grun. )Kranmer
Caloneis silicula (Ehr. )Cleve
Cocconeis placentula (Ehr. )Cleve
Cymbella anphioxys (Kuetz. )Grunow
Cymbella cuspidata Kuetzing
Cymbella gracilis (Ehr. )Kuetzing
Cynbella leptoceros (Ehr. )Kuetzing
Cynbella naviculiformis Auerswald
Cynbella perpusilla A. Cleve
Cynbelia pusilla Grunow

CynbelIa silesiaca Bleisch
Cymbella subaequalis Grunow

Cymbella tunida (Breb. ex Kuetz. )V. Heurck
Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow
Diploneis ovalis (Hilse)Cleve
Diploneis parma Cleve
Eunotia arcus Ehrenberg
Eunotia arcus var. bidens Grunow

Eunotia bilunaris (Ehr. )ltills
Eunotia duplicoraphis H. Kobayasi
Eunotia faba (Ehr. )Grunorv
Eunotia fallax A. Cleve
Eunotia flexuosa (Breb. )Kuetzing
Eunotia i,mplicata Noepel & Lange-Bertalot
Eunotia incisa fl. Smith ex Gregory
Eunotia monodon var. asiatica Skvortzow
Eunotia pectinalis var. ninor (Kuetz. )Rabenhorst
Eunotia praerupta Ehrenberg
Eunotia praerupta var. bidens Grunow

Eunotia pseudotridentula H. Kobayasi
Eunotia serra Ehrenberg
Eunotia spp.

Fragilaria capucina Desnazieres
Fragilaria capucina var. gracilis (Oestr. )Hustedt
Fragilaria construens (Ehr. )Grunorv
Fragilaria construens fo. venter (Ehr. )Hustedt
Fragilaria exigua Grunow

Frustulia rhonboides var. saxonica (Rabh. )De Toni
Gonphonema acuninatun Ehrenberg
Gomphonema angustatum (Kuetz. )Rabenhorst
Gomphonema gracile Ehrenberg
Gonphonema minutun (Agardh)Agardh

Gonphonema parvulun Kuetzing
Gomphonema parvulun var. lagenula (Kuetzing)Frenguelli
Gomphonema pseudosphaerophorurn H. Kobayasi
Gonphonema pumilun (Grun. )Reichardt & Lange-Bertalot
Hantzschia anphioxys (Ehr. )Grunow
Navicula angusta Grunow

Navicula elginensis (Greg. )Ralfs
Navicula pupula Kuetzing
Navicula pupula var. rectangularis (Gre8. )Grunow
Neidium ampliatun (Ehr. )Kranner
Neidium bisulcaturn (Lagerst. )Cleve
Neidium iridis (Ehr. )Cleve
Pinnularia acrosphaeria [. Smith
Pinnularia braunii (Grun. )Cleve
Pinnularia brebissonii (Kuetz. )Rabenhorst

類種 第2地点
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Ogh― ind
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Ogh― hob

Ogh― hob
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Ogh― hob

Ogh― hob
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Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind
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0

0

0

0
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P
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T

O,U

S

ind
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ac― il
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al― il
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al― bi
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ind
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al― il

al― il

al― il

ind
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ac― il

ac― bi
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ac― il

ac― il

ac― il

ac― il

ac― il

ac― il

ac― il

ac― bi

unk

al― il
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al― il

al― il
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ind

al― il

al― il
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ind
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ind
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ind
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l― ph
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ind
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ind

ind

ind

ind
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l― ph

ind

l― bi
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ind

l― ph

l― ph

l― ph

l― ph

l― ph

l― ph

ind

l―ph

r― ph

ind

r― ph

l― ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

l― ph

ind

l― bi

l― ph

l― ph

ind

Ｔ
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1地 点 と第 2地 点 の珪 藻分析結 果 (2)

Pinnularia divergens f,. Smith
Pinnularia divergens var. decrescens (Grun. )Krammer
Pinnularia gentilis (Donkin)Cleve

Pinnularia gibba Ehrenberg
Pinnularia gibba var. Iinearis Hustedt
Pinnularia inconstans Mayer

Pinnularia julna Kranner & Metgelpin
Pinnularia luculenta A. Schnidt
Pinnularia macilenta (Ehr. )Cleve
Pinnularia mesolepta (Ehr. )t. Smith

Pinnularia microstauron (Ehr. )Cleve
Pinnularia rupestris Hantzsch

Pinnularia sinilis Hustedt
Pinnularia stornatophora (Grun. )Cleve
Pinnularia subcapitata Gregory

Pinnularia substonatophora Hustedt
Pinnularia viridis (Nitz. )Ehrenberg
Pinnularia spp.

Rhopalodia gibberula (Ehr. )0. MuIler
Stauroneis anceps Ehrenberg
Stauroneis legunen var. nipponica (Skv. )H. Kobayasi

Stauroneis phoenicenteron (Nitz. )Ehrenberg
Stauroneis phoenicenteron fo. gracilis (Ehr. )Hustedt
Stauroneis phoenicenteron var. hattorii Tsunura
Stauroneis staurolineata var. japonica H. Kobayasi

Surirella ovata var. pinnata ([. Smith)Hustedt
Synedra ulna (Kuetz. )Ehrenberg
Tabellaria fenestrata (Lyngb. )Kuetzing
Tabe1 laria flocculosa (Roth)Kuetz ing

生種合計

海水一汽水生種合計

汽水生種合計

淡水生種合計

類種 第2地点

Ogh― hob

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― unk

Ogh― hob

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― unk

Ogh― hil

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― unk

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

1

1

1

1

1

ac― il11-ph

ac― illind

ac― il11-bi

ac― illind

ac― illind

ind  lind

unk I unk

ac― il11-ph

ac-iI I l-ph
ind  lind

ind  lind

ind  lind

ind  lind

ac-iI | 1-ph

ac― illind

ac― il11-ph

ind  lind

unk  lunk

al― illind

ind  lind

ac― il11-ph

ind 11-ph

ind 11-ph
ind  lind

unk 11-ph
al-il I r-ph
al― illind

ac― il11-bi

ac― il11-bi

RB,S

O

Ｔ

Ｔ

　

　

０

０

０

　

　

Ｕ

Ｕ

Ｏ

Ｔ

珪藻化石総数 211 105 1 201
凡例

H.R.:塩分濃度に対する適応性  pH:水素イオン濃度に対する適応性
al― bi:真アルカリ性種
al― il:好アメレカリ性種
ind :pH不定性種

ac― il:好酸性種
aC― bi:真酸性種
戯  :pH不 明種

環境指標種

N:湖沼沼沢湿地指標種 0:沼沢湿地付着生種 P:高層湿原指標種 (以上は安藤,1990)
S:好汚濁性種 U:広適応性種 T:好清水性種 (以上はAsai,K.&Watanabe,T.1995)
R:陸生珪藻 (RA:A群,RB:B群,RI:未区分陸生珪藻、伊藤・堀内,1991)

Ogh― hil:貧塩好塩性種

Ogh― ind:貧塩不定性種

Ogh― hob:貧塩嫌塩性種

Ogh― unk:貧塩不明種

C.R.:流水に対する適応性
1-bi:真 止水性種
1-ph:好止水性種
ind:流水不定性種
r―ph:好流水性種
unk:流水不明種

-183-



口
皿

鯰

■

岬
岬

岬
即

罫
理
製
坦

Ｋ
Ｋ
製
く

く
召

Ｋ
沢

沢
虫

く
虫

十

沢

十

楓
　
ロ

目
皿

囃

■

岬
岬
岬
岬

唇
製
坦
坦

Ｋ

い
艘
悩

工
択
Ｋ
職

Ｑ
ミ

二
十

卜

Ｑ
回

戦十回

翠
鞭
川
Ｏ
脚
川
く
ヽ 目

皿

巫

■

岬

岬
岬

岬

罫
翠
坦

坦

Ｋ

雲
艘

雲

期

曇

降
職

綱

岬
岬

雲

颯
颯

颯

幽J洲縦     θldnJθ″d

沢く(5岬       。ddS

sueplq'rP^ snrre elpunJ I
sr\relo elpqu^? T-

sfixotqdwe e1pqwfr7 -

11lE口「申口F

株
|:遮譲目

⌒
|

E o
V n

lEE馬
雖 錦

-184-

。
卜
Ｋ
却
熙
岬
製
⊃
ヨ
郷
）
３
０
里
真
稲
Ｏ
損
Ｋ
量

軍
８
馬
一十

′損
Ｋ
Ｎ

一
壼
●

′鴇
姜

。
卜
Ｋ
）
３
０
里
真
稲
製
尋
抱
■
郷
＝
否
量
理
８
一゙

轟
卜
３

。
製
⊃
ヨ
楓
）
掛
像
に
）
⊃
却
轟
瑚

却
虚
佃
Ｃ
岬
川
く
ヽ
量
掛
習
Ｏ
坦
鞭
川
Ｏ
岬
洲
く
ヽ

′轟
悧
量
畑
望
掛
ヨ
側
緊
畿
駅

・
掛
ヨ
側
岬
申

・
掛
ヨ
側
岬
川
く
ヽ
‐
く
順
‐
く
掟

群
献
障
翠
縦
洲
鵬
州
Ｏ
収
響

¨
紙
　
Ｎ
図

∞ 寸

―
―
―
〇
〇
．Ｎ
∞
崎

岬
=III瓦=iず

麗湛fZ驚:認1lI■ffif- wnlnrued eweuoqdwog _
tl loulw')e^ sllewgcad elpunJ _ f_
Ei erelse1s ellaqut/(3 

-
+< I slutlolllnc!^eu eilaqutJ I o

#" 

- 

elpDuolqo se.4Jueuqcv -T

引 N ∞ 寸幽W側



。
卜
Ｋ
却
熙
岬
製
⊃
ヨ
郷
）
３
０
里
真
稲
Ｏ
提
Ｋ

量
軍
８

再
一＋

′
鴇
姜

。
卜
Ｋ
）
３
０
里
真
稲
製
轟

側
ヨ
経
＝
バ
量
軍
８

一
゛
尋
卜
３

。
製
Ｄ
Ｅ
楓
）
冊
像
陣
）
⊃
判
轟
爛

却
虚
佃

Ｏ
岬
州
く
ヽ
量
冊
封
Ｃ
坦
鞭
川
Ｏ
岬
川
く
ヽ

′轟
調
量
畑
望
掛
ヨ
側
緊
畿
駅

・
掛
ヨ
側
岬
中

・
冊
ヨ
側
岬
畑
く
ヽ
‐
く
Ｉ
‐
く
掟

畔
融
暉
翠
撲
洲
＝
州
ｅ
収
響

Ｎ
∬
　
∞
図

■

■   十

■

ere$ells etpqu^? I
■

N∞

□

■
緊
緊

凝
畿

択
駅

上
ヽ

目
皿

囃

■

岬
岬
岬
岬

５
坦
坦
坦

Ｋ
Ｋ
艘
涎

く
召
Ｋ
倶

沢
職
Ｋ
職

十
颯

十

楓

　

賦

日
皿

鯰

■

岬
岬
岬
脚

罫
坦
埋
理

Ｋ

い
艘
縄

工
Ｒ
Ｋ
職

α
ミ

エ
十

卜

Ｑ
回

戦十回

目
皿

鯰

■

岬
脚
即
岬

罫
坦
坦
坦

Ｋ
蝠
投
雲

岬
彗

Ｋ
職

颯
雲
岬
岬

颯
颯
颯

口
皿

同

■

幽

坦
鞭
ｄ
Ｏ
岬
州
く
ヽ

ぷ
O

eueeqdsolJe e,teryuu,d
slenbeeqns eileqw^J

srlrzela eileqw^J
sAxorqdwe e11equfrX
enArqwe eJlasoceryV

sdecue srauoJnPls:
elruaqqA etpoledoqy

suaeseJgap' )eA suafu ew p e,lelnuu d
wnlnrued eueuoqdwog

euued srcuoprg

slurroill nil Aeu e 11aqutfi1
e1eptd'snc e11eqw/(2

s!u!#e'JPA srtPno etoqdwy

稲真中口
「

岬
坦
※
「

岬
製
便
Ｋ
く
鷲

―
―
―
〇
〇
。Ｎ
∞
Ю

⌒
|

Eo
VЮ

I口[高
攣 田

-185-



40%と 優 占し、次いで流水不定性のИc力″a″ ι力es οblο″geIゴ a、 F″″οtゴ a ρθοだ″aゴ ゴs var.″ゴ″δr、 ■

ごυρノゴεοraρカゴs、 rabθ HaFゴ aF」οccυゴοsaが 10%前後 と多産する。優 占種のεo preaerυρta、 流水

不定性のFo ρectゴ″aゴゴs var.コゴ″οrは、沼よりも浅 く水深が lm前後で、一面に水生植物が繁茂

するような沼沢や さらに水深の浅い湿地に生育する沼沢湿地付着生種群 (安藤,1990)で もある。

また、多産 した aごυρ」ゴεoraρカゴsは 、Kobayasi et.al(1980)に より新潟県の牛池で新種記載

された種で、本邦の湖や池、沼沢などに生育する。光学顕微鏡で観察す ると、両蓋殻端部にある

極節が少 しずれた位置にある極裂 と合わさって、あたかも二つの極裂があるように見える特殊 な

構造を有する珪藻である。

試料番号 2(2層 )で は、試料番号 3で優 占したευ″οtゴa preaeryptaが 少なくな り、流水不定

性のθyコ bθ IIa″ ayゴ cυttFomゴ s、 θo sゴ 」θsゴ aca、 真止水性のスυlacο sθ ゴra a″ bゴ gυ a、 好止水性の

C/コ bθ ″a gracゴ IIs、 どυ″οtゴ a arc″ s var.bゴ dθ″s、 θοコρ力ο″θ″a gracゴ Iθ が約 10%産 出する。 この

うち、εy″bθ IIa″ ayゴευttFο則ゴs、 θo2p力ο″錮a racゴゴθは、沼沢湿地付着生種群、スロIacοseゴ ra

aコ bゴgυaは湖沼における浮遊性種 としても沼沢湿地における付着性種 としても優勢に出現す るが、

それ以外の水域では稀な種で、湖沼や沼沢湿地の環境を指標する可能性の大きい湖沼沼沢湿地指

標種群の一種である。

。第 2地 点

試料番号 2(3層 )での淡水生種の生態的特徴は、貧塩不定性種、 pH不 定性種 と真 十好アル

カ リ性種、流水不定性種 と真 +好止水性種が優 占あるいは多産することである。産出種の特徴は、

流水不定性のσy″ be」ヨasゴ Iθ sゴacaが 約20%と 優 占し、同じ生態性のεyコbθIIa″ ayゴ cυゴゴformゴ s、

真止水性で湖沼沼沢湿地指標種であるИ″ゴacοsθゴra a″ bゴ gya、 好止水性のθノロbθ IIa a2ρカゴοx/s、 a

racゴIsが 10%と 多産することである。 この うち、εy″beIIaコ ayゴ cυ Iゴ For2ゴ sは 、沼沢湿地付着

生種群の一種である。

(4)花粉化石の産状

結果を表 3と 図 405に 示す。以下に、各地点の産状を述べる。

・第 1地点

花粉・胞子化石の保存状態は、試料番号 2(2層 )は良好で検出化石数 も多いが、試料番号 4

は不良である。木本花粉ではハンノキ属が多産 し、マツ属複維管東亜属、ツガ属、コナラ属 コナ

ラ亜属などを伴 う。ハンノキ属を除 く木本花粉の組成は、第 2地点の試料番号 2(3層 )に よく

似ている。

草本花粉ではイネ科が多産 し、次いでカヤツリグサ科が多く検出され る。 ソバ属の花粉化石が

検出される。

・第 2地 点

花粉 0胞子化石の保存状態は、試料番号 2(3層 )は良好で検出化石数 も多いが、試料番号 4
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種

表 第 1地 点 と第 2地 点 の花 粉 分析結 :果

第 2地点

2     4

第 1地
`点

試料番号  2  4
木本花粉

モミ属                     4   -   2   -
ツガ属               24  2  34  1
マツ属              29  5  77  1
コウヤマキ属            3  -  ―  ―

スギ属               3  -  ―  ―

イチイ科一イヌガヤ科―ヒノキ科  H  -  4  -
ヤマモモ属             3  -  9  -
サワグル ミ属           2  -  3  -
クルミ属               2  -  1  -
クマシデ属一アサダ属        6  1  H  ―

カバノキ属             6  -  H  ―

ハンノキ属            132  -  23  -
ブナ属               5  -  15  -
ヨナラ属ヨナラ亜属        29  3  38  -
ヨナラ属アカガシ亜属        9  1  12  -
クリ属一シイノキ属         3  1  -  ―

ニレ属―ケヤキ属          3  6  9  -
ブ ドウ属            6  -  ―  ―

ツツジ科              ―  -  1  -
イボタノキ属            1  -  ―  ―

スイカズラ属           ―  -  1  -
草本花粉

オモダカ属

イネ科

カヤツリグサ科

ユ リ科

クワ科

タデ属

ソバ属

アカザ科

ナデシヨ科

マメ科

ア リノ トウグサ属
セ リ科

オ ミナエシ属
マツムシソウ属

ヨモギ属

他のキク亜科

タンポポ亜科           6  -  8  -
不明花粉             -  1  2  -
シダ類胞子

合 計

木本花粉

草本花粉

不明花粉
シダ類胞子

総計 (不明を除く)

類

１

６

７

　

一　

　

一　

　

一
　

９

１

　

一　

　

一
　

９

　

一
　

８

１

３

２

７

２

　

　

　

　

　

　

　

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

１

１

２

７

２

２

１

１

　

一
　

１

３

１

１

　

一　

　

一
　

１

２

53   171    57     4

281  19
141    15

0       1

53   171

475   205

251

365

2

57

673

2

0

0

4

6
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(4層 )は悪い。木本花粉ではマツ属複維管東亜属、ツガ属、コナラ属コナラ亜属などが高率に

検出される。

草本花粉ではイネ科が高率で、カヤツ リグサ科やア リノ トウグサ属などを伴 う。 ソバ属の花粉

化石 も比較的高率に検出される。

(5)植物珪酸体の産状

結果を表 4と 図 6。 7に示す。いずれの試料からも植物珪酸体が検出されるが、保存状態は悪

く、表面に多数の小孔 (溶食痕)が 認められ る。以下に、各地点の産状を述べる。

。第 1地点

試料番号 4(3層 )で は、タケ亜科が優 占す る組成がみ られ、ヨシ属、ウシタサ族、イチゴツ

ナギ亜科も認められ る。試料番号 2(2層 )で も同様に、タケ亜科が優 占する組成がみ られ るが、

栽培植物のイネ属 も認められる。

・第 2地 点

試料番号 4(4層 )では、検出個数が少なく、タケ亜科などがわずかに認められ るに過 ぎない。

試料番号 2(3層 )で は、第 1地点の試料番号 2と 同様に、タケ亜科が優 占する組成がみ られ、

栽培植物のイネ属 も認められる。

(6)出土種実の種類

1地点の 1層 か らは、木本類が 1属 、草本類が 4属 検出される。草本類の中では、ホタルイ属

が特に多い。 2地点の 3層 からは、全 く検出されない。

以下に、 1地点の 1層 から検出された種実遺体の種類 とその形態的特徴を記す。

・クワ属 (〃ンパ sp.) クワ科

種子が 1個 体検出された。褐色。大きさは 2 mm程 度。倒卵型、表面は平滑で側面の隅に突起が

み られ る。

◆ホタルイ属 (■4凛、p・ ) カヤツリグサ科

果実が37個 体検 出 された。黒色。堅 く光沢がある。大きさは 2 mm程 度。偏平で背面が高 く稜 に

なってい る。腹面は平 らである。平凸 レンズ状の広倒卵形。先端部 は とが り、基部 はせ ばまって

「へそ」がある。表面には細かい凹凸があ り、横軸方向に平行 な横 しわがあるよ うに見える。

。スゲ属 (Oz sp。 ) カヤツ リグサ科

果実が 2個 体検 出 された。大きさは 2 mm程 度。黒褐色で 3稜 がある。先端部は急 に細 くな り針

状 にのび る。表面は薄 くてやや柔 らかい。

・オ トギ リソウ属 (助
"れ

脇 Sp。 ) オ トギ リソウ科

種子が 1個 体検 出 された。黒色、楕 円形で大 きさは l mm程 度。種皮 は薄 くやや堅い。表面は多

角形の細胞が密に配列する。
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表 4 第 1地 点 と第 2地 点の植物珪酸体分析結果

試料番号

第 1地点

2

第 2地点

2      4

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キ ビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダ ンチク型

1       -       4

2       -       1

195   210   182

8     6     -

13      6      4

7      2      3

46    13    16

13     2    14

12    13     5

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

1        -

1        -

70    78

2       1

20    15

14    16

△
ロ 計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総  計

297   252

108   110

405   362

229    49

112   10

341    59

組 織 片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細胞列
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・イヌコウジユ属 (″袂Ja sp。 ) シソ科

果実が 1個 体検出された。褐色。大きさは l mm程度。いびつな球形で、先端に 「へそ」が見ら

れる。表面全体には、荒い亀甲状の網 目模様がある。

4.考察

(1)堆積物の年代について

出土材の放射性炭素年代値から、第 1地点の 2層 と第 2地 点の 4層 は現代に近い時期の堆積物

と考えられる。

なお、第 2地点の 1層 からは近世以降の陶器が出土 している。また、両地点は近接 してお り、

現地調査所見から最下層の砂層は対比される。

これ らから、盛土と砂層の間の粘質な土層は近世以降、あるいは現代の堆積物である可能性が

考えられ る。

(2)堆積環境

各地点 とも珪藻殻の保存状態が比較的良く、得 られた珪藻化石は現地性が高い と考えられ る。

第 1地点の 3層 (試料番号 3)で優 占した陸生珪藻 B群 のFυ″οtゴ a preaθ rυptaは 、その他の陸

生珪藻をほとんど伴わなかったことから、本地点では沼沢湿地付着生種群の一種 として水域に生

育 した種 と判断される。また、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種や真 +好酸性種が優 占す

ること、流水性種をほとんど伴わないことから、 3層 は弱酸性を呈 した沼沢湿地のような湿潤な

環境で堆積 したと考えられる。なお、本層が灰色粗粒砂で構成 され る層相を考慮すれば、流水の

影響 も考えられる。

2層 は、層相が砂混 じリシル ト質粘土にな り、群集組成にも変化が認められ る。産出種の多 く

は湖沼沼沢湿地指標種群や沼沢湿地付着生種群を多く含む流水不定性種や止水性種 よって特徴づ

けられ、流水性種をほとんど伴わないことや層相 も粘質になることから、比較的穏やかな環境ヘ

と変化 したことが推定される。ただ し、環境指標種群の産出の特徴から考えると、 3層 と同様に

沼沢湿地のような水域環境であったと考えられ る。

なお、 1地点の花粉分析の結果をみると、 2層 で湿地に生育する木本 0草本類が多い。また、

種実遺体では 1層 から、木本類のクワ属や草本類のホタルイ属などが検出された。特に多産 した

ホタルイ属は沼沢地などに生育する種類が多い。おそ らく、 2層 や 1層 が堆積す る頃は湿地化 し、

湿地林や水生植物からなる草地が存在 していたものと考えられる。

第 2地 点は、珪藻化石の産出に乏 しく、珪藻化石が産出 したのは 3層 のみである。珪藻化石群

集は第 1地点の 2層 に近似 してお り、沼沢湿地付着生種群 を含む流水不定性種や止水性種が多産

し、流水性種はほとんど産出 しない。 したがって、堆積環境 も流水の流れ込みの少ない沼沢湿地

のようだったと考えられる。
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第 1地点の 3層 や 2層 、第 2地点の 3層 で沼沢湿地の湿潤な堆積環境が示されたことは、調査

地点が木曽山脈から延びる尾根に挟まれた野底川左岸の谷部に位置 し、谷全体が谷奥部にある湧

水により常に涵養 される湿潤な環境に置かれていたとい う地形的な特徴を反映 しているのかもし

れない。

ただ し、両地点の層相を考慮すれば、谷内が常に安定 した堆積環境が維持されたわけではなく、

大雨などに伴 う流水などの影響も考えられる。

第 2地 点の 5層 、 4層 で微化石の産出が少ない要因については現段階では明らかでないが、こ

れ らの層から産出する化石が壊れた り溶解 していたことを考慮すると、堆積後に何 らかの影響で

溶解 した可能性がある。珪藻化石は通常の場合、シル ト粒子以下の細粒物質 と挙動を共にする

(小 杉 1989)こ とが知 られてお り、 5層 のように粗粒砂が堆積するような流速の速い環境では堆

積せずに流失 して しまったことも考えられる。 4層 のように粘土であっても堆積速度が非常に速

かった場合には、相対的に少ないこともが考えられる。

(3)稲作に関す る検討

第 1地点の 2層 と第 2地点の 3層 から栽培種のイネ属の形態を示すイネ科花粉が多産 し、イネ

属に由来する 2形態の植物珪酸体が産出している。イネ属の花粉は、開花時期の間に耕土表面に

落下 し、土壌中に混入す る。植物珪酸体は植物体が土壌に混入 して、土壌中に残留す る。そのた

め、今回のような産状は第 1地 点と第 2地点の周辺で稲作が行われ、株刈 りのような形で植物体

が外部へ持ち出されたことを反映するのかもしれない。また、珪藻化石の産状か らは、谷内で時

に流水などの影響があつた可能性 も指摘されてお り、耕作期間が短いために植物体が土壌中に混

入す る量が少なかつたのかもしれない。

その他の栽培植物では、ソバ属の花粉化石が検出されてお り、特に第 2地 点の 3層 では高率に

検出され ることか ら、周囲でソバも栽培 していたことが うかがえる。

(4)森林植生

花粉化石が良好に検出された第 1地 点の 2層 と第 2地点の 3層 では、マツ属 (ほ とんどが複維

管束亜属)、 コナラ属コすラ亜属、ハンノキ属などともに、ツガ属、モ ミ属、スギ属、イチイ科

一イヌガヤ科―ヒノキ科などの温帯性針葉樹が高率に検出された。

マツ属複維管東亜属は陽樹であり、二次林の主要構成要素である。そのため、マツ属の増加か

らは人間の植生干渉に伴 う二次林や植林の増カロが示唆される。地域によってマツ増カロ開始の時期

に若千のずれはあるものの、このような傾向は全国的に認められてお り、中世か ら近世頃には著

しい。今回の木本花粉化石の産状もこの点を反映 しているものと思われる。

また、第 1地点 と第 2地点の出土材はクリと トネ リコ属に同定された。いずれ も落葉広葉樹で、

現在の遺跡周辺地域でも谷沿いなどで普通に見られる種類である。 これまで天竜川流域で行われ

てきた古植生に関する調査結果などを見ても、過去から現在に至るまで比較的普通に見られた種
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類 と考 え られ る。

なお、飯 田市内の松尾地区の 田圃遺跡では、D西壁の 4層 よ り上位 、北壁の le層 よ り上位 でマ

ツ属の増加 が顕著 とな り、遺跡 の周囲にはナラ類や ク リな どの落葉広葉樹や渓谷林 を交えた温帯

針葉樹林が成立 していた ことが推定 されてい る (パ リノ 0サ ー ヴェイ株式会社 ,1993)。 本遺跡

とは立地環境が異なるため、草本類 の出現率な どに違いはあるが、木本類の検 出傾 向は似 てお り、

この よ うな植 生が近世以降の飯 田市周辺で一般的であった可能性 もある。本地域 での花粉分析例

はまだ少ないので、今後の資料の蓄積 によって明 らかに してい きたい課題 であ る。
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図版 1 珪藻化石

量

翼

轟

1.И″facasθfra aabな″ (Grun.)Simonsen (第 1地点 ;2)

2.θttbeffa θJspFttιa Kuetzing(第 1地点 ;2)

3.の
"Jfa′

ayfι″」fformfs Auers17ald (第 1地点 ;2)

4.θ口
"ffa ap″

ax/s(Kuetz.)Grunow(第 1地 .点 ;2)

5.〕Ⅲ effa graθ ffFs(Ehr.)Kuetzing(第 1地′点;2)

6.3"effa Sff“ faca Bleisch(第 1地′点;2)

7.の初
"ffa sabaθ

quaffs Grunow (第 2地点 ;2)

8.θ口bθffa saba“″ffs Grunow(第 2地点 ;2)

9.,2ipJ"θls″raa Cleve(第 2地点 ;2)

10.6ο4″
“
θ口a gracffθ Ehrenberg(第 1地′点;2)

H・ の■″
"θ

口a par″f“ Kuetzing(第 1地′点;2)

12.肋 yfθυfa″glsta Grunow(第 1地点;2)

13.胸炒 四 lirf″ s(Ehr。 )Cleve(第 1地点 ;2)

14.′ f″

"″
farfa」 uiИθttgθ″s var. dθcrescθ″s(Grun.)Krammer(第 11也′点;2)

15.乱 a“´
"θ

fs"ceps Ehrenberg(第 1出也′点;2)

16.F囲 2θ ιfa serra Ehrenberg(第 1地点 ;2)

17.E“θιfa arcぉ var.bFdens Grunow(第 1地点 ;2)
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豚1版 2 花粉化右

1_ツ ガ属 (第 1地点 :2)

3.ス ギ属 (第 1地点 :2)

5ハ ンノキ属 (第 1地点 :2)

7.ブナ属 (第 11也 点 ;2)

9.イ ネ科 (第 1地 .点 :2)

2.マ ツ属 (第 1地 点 ;2)

4.イ チイ科 イヌガヤ科―ヒノキ科 (第 1地点 :2)

6.ヨ ナラ属 ヨナラ亜属 (第 1地点 :2)

8_コ ナラ属アカガシ亜属 (第 1地 ピ́1:2)

ヽ、

|ム
ドぎ
IP
iキ

lク

ノ

ヽ

5()μ m
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図版 3 植物珪酸体

1.イ ネ属短細胞列(第2地点 ;2)

3.ヨ シ属短細胞珪酸体(第 1地点 ;2)

5.イ ネ属機動細胞珪酸体(第2地′点;2)

7.タ ケ亜科機動細胞珪酸体(第2地点 ;2)

9.イ ネ属穎珪酸体 (第 1地点 ;2)

9

5()μ m

2.タ ケ亜科短細胞珪酸体(第2地点 ;2)

4.ス スキ属短細胞珪酸体(第 1地点 ;2)

6.タ ケ亜科機動細胞珪酸体(第 1地点 ;2)

8.ウ シクサ族機動細胞珪酸体(第 1地点 ;2)
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図版 4 木材・種実遺体

..■  200/ι Rl:a

(1,2)・
20()/ズ mib c

1.ク リ (第2地点 ;3層 )

a:木 口,b:柾 目,C:板 目

3.ク ワ属(1地点 ;1層 )

5.ス ゲ属(1地点 ;l層 )

7.オ トギ リソウ属(1地 点 ;1層 )
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(3-7)

2.ト ネ リコ属 (第 1地点 ;1層 )

4.ホ タルイ属(1地点 il層 )

6.イ ヌヨウジュ属(1地点 :1層 )
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所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

黒 田大 明神 原 集落址 縄文

弥生

古墳

中世

竪穴住居址  32軒

掘立柱建物址  1棟

方形周溝墓   1基

方形竪穴   2基

土坑

縄文時代土器

石器

弥生時代土器

土師器
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黒 田大 明神原遺跡 Ⅱ
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